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町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。
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●下仁田町LINEアカウント
@shimonita
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5月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

荻野　丈 （洵樹・瑞恵）下　町
じょう

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（崇　夫）

（賢　一）

（尚　範）

（淑　子）

（　薫　）

（公　一）

（由実子）

東野牧

中　央

東　町

東野牧

中　央

東野牧

吉　崎

松本　とよ

佐俣　やす

黒澤みさを

加部　敏雄

大澤　雪　

岩井　貞雄

髙𣘺　政子

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の

お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
残
高
の

確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

７
月
２7
日（
土
）28
日（
日
）

町
税
等
の
納
税
に
つい
て
、お
困
り
事

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
住
民
税
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
水
）・18
日（
木
）・30
日（
火
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

９
日（
金
）・20
日（
火
）・29
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、役
場

会
計
課
で
も
納
付
で
き
事
務
費
が

町
に
入
金
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税
1
期

介
護
保
険
料
1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
1
期

納
期
限
は
７
月
３１
日（
水
）で
す

月
7

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

掛川　昌紀　 　（上　町）
加藤　美幸　　 （富岡市）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

人口
　男
　女
世帯

（　 7）
（　 1）
（　 8）
（　 1）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,229人
3,065人
3,164人
3,141世帯

転入  4人/  出生 2人
転出  4人/  死亡 9人

（6月1日現在）

（5月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２4年２０２4年 No819

月月

下仁田町下仁田町

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

下仁田町商業協同組合 貯めて使おう!!スクラムポイント
毎月10日・20日・30日はポイント２倍

有
料
広
告

下仁田町商業協同組合

荒船風穴 世界遺産登録 10周年記念
７月１日～１０日までの１０日間

スクラムサマーセール
スクラムポイント５倍!!

・先着特典：期間中2,000円以上お買い上げの方に
　荒船風穴グッズプレゼント!!
※特典は各店舗、無くなり次第終了となります。

・先着特典：期間中2,000円以上お買い上げの方に
　荒船風穴グッズプレゼント!!
※特典は各店舗、無くなり次第終了となります。

グラウンド
ゴルフ大会

～秋に開催予定～
豪華景品多数!!
～秋に開催予定～
豪華景品多数!!

うねる囃子、伝統の音うねる囃子、伝統の音
～伝統文化披露公演～～伝統文化披露公演～
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現
在
使
用
し
て
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
は
、
７

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、
７

月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証
、
受
給

資
格
者
証
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
８

月
１
日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

●
対
象

①
75
歳
以
上
の
人

②
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
〜

74
歳
ま
で
の
人
で
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
を
す
で
に
持
っ
て

い
る
人

●
有
効
期
限
　
来
年
7
月
31
日
ま
で

◆
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
被
保
険
者
証
と
同
じ
く
7
月
31

日
に
期
限
が
切
れ
ま
す
。
負
担
区
分

等
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
新
し
い

認
定
証
を
被
保
険
者
証
に
同
封
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
入
院
等
で
医
療
機
関
で
の
支
払

い
が
高
額
に
な
る
場
合
、
医
療
費
等

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・

福
祉
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

が
所
得
に
応
じ
た
負
担
額
で
お
さ
え

ら
れ
ま
す
。
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
国
保
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
被
保
険
者
証
を
「
簡

易
書
留
」
で
お
送
り
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
7
月
8
日
（
月
）
ま
で
に

国
保
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

●
対
象

国
民
健
康
保
険
加
入
者

●
有
効
期
限

来
年
7
月
31
日
ま
で

（
ま
た
は
満
75
歳
に
な
る
前
日
ま
で
）

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
ひ
と
り
親
家
庭
）

●
対
象

19
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
人

※
対
象
と
な
る
人
で
、
令
和
５
年
度

所
得
や
資
格
の
確
認
が
必
要
な
人
に

は
、
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

●
有
効
期
限
　
来
年
7
月
31
日
ま
で

●
制
度
の
見
直
し

　
こ
れ
ま
で
は
所
得
税
が
非
課
税
の

人
を
助
成
対
象
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
８
月
か
ら
、
ひ
と
り

親
家
庭
で
課
税
世
帯
の
人
も
助
成
の

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
事
前

に
申
込
み
を
す
る
と
健
康
保
険
証
と

し
て
も
使
え
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
で
は
、
医
療
機
関

窓
口
で
の
資
格
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
た
り
、
高
齢
受
給
者
証
や
限
度

額
適
用
認
定
証
な
ど
の
持
参
が
不
要

に
な
っ
た
り
、
ご
本
人
の
同
意
で
特

定
健
診
結
果
や
過
去
の
薬
の
処
方
歴

を
医
師
や
薬
剤
師
と
共
有
で
き
、
よ

り
き
め
細
か
い
診
療
や
服
薬
管
理
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
申
込

み
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
）
、
パ
ソ
コ
ン
（
＋
IC
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
）
、
セ
ブ
ン
銀
行
の

A
T
M
、
医
療
機
関
等
の
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど
で
で
き
ま

す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル

☎
0
1
2
0―

95―

0
1
7
8

（
無
料
）

受
付
時
間
：
平
日
9
時
30
分
〜
20
時

・
土
日
祝
9
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
年
末
年
始
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64―

8
8
0
1

マ
イ
ナ
保
険
証
に

つ
い
て

　
国
税
局
の
組
織
で
あ
る「
業
務
セ
ン

タ
ー
室
」で
は
、
一
部
の
税
務
署
を
対

象
に
、申
告
書
の
入
力
な
ど
の
内
部
事

務
の
集
約
処
理
（
内
部
事
務
の
セ
ン

タ
ー
化（
※
））を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
富
岡
税
務
署
管
内
の
納
税
者
の
皆

様
に
は
、
以
下
の
事
項
に
つ
き
ま
し

て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
※
）「
内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
」は
、

納
税
者
の
皆
様
の
所
轄
税
務
署
を
変

更
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
郵
送
に
よ
る
送
付
先

　
申
告
書
等
を
郵
送
に
よ
り
提
出
す

る
場
合
は
、左
記
の
送
付
先
宛
に
送
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
送
付
先

〒
3
7
1―

8
5
8
7

関
東
信
越
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

前
橋
分
室

※
申
告
書
等
を
郵
送
に
よ
り
提
出
す

る
場
合
は
、郵
便
番
号
と
宛
名
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。住
所
の
記
載
は
不
要

で
す
。

●
税
金
に
関
す
る
情
報
・
ご
相
談

・
税
金
に
関
す
る
情
報

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、申
告

（
納
税
）
に
関
す
る
情
報
や
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
（
よ
く
あ
る
税
の
質
問
）
の

ほ
か
、個
人
の
方
の
国
税
に
関
す
る
相

富
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

談
に
自
動
回
答
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト「
ふ
た
ば
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
（
納
税
）
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.nta.go.jp/

・
電
話
に
よ
る
ご
相
談 

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
解
決
し

な
い
場
合
に
は
、電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

（
0
5
7
0―

0
0―

5
9
0
1
（
国

税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
））
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、富
岡
税
務
署

の
代
表
電
話
番
号
へ
お
掛
け
い
た
だ

く
と
自
動
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の

で
、「
１
」を
選
択
後
、
ご
相
談
内
容
に

応
じ
た
番
号
を
選
択
す
る
と
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
税
務
署
で
の
ご
相
談

　
税
務
署
窓
口
で
の
ご
相
談
に
は
、事

前
予
約
が
必
要
で
す
。 

　
富
岡
税
務
署
の
代
表
電
話
番
号
へ

お
掛
け
い
た
だ
く
と
自
動
音
声
案
内

が
流
れ
ま
す
の
で
、「
２
」を
選
択
し
、

面
接
相
談
の
事
前
予
約
で
あ
る
旨
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
さ
れ
ず
に
窓
口
に
お
越

し
い
た
だ
い
て
も
、相
談
対
応
で
き
な

　後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

額
決
定
通
知
書

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

に
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
7
月

中
に
発
送
し
ま
す
。
普
通
徴
収
の
第

1
期
の
納
期
限
は
7
月
31
日
（
水
）

で
す
。
今
年
度
、
新
た
に
75
歳
に
な

る
人
は
、
国
保
税
な
ど
を
口
座
振
替

で
納
付
し
て
い
て
も
、
金
融
機
関
で

新
た
に
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64―

8
8
0
1

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
額
決
定
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す

　
12
月
2
日
に
保
険
証
の
新
規
発
行

は
終
了
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
一
体
化
し
ま
す
。
た
だ
し
、
8
月

1
日
か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
保
険

証
は
、
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い

な
い
方
に
は
、
紙
の
保
険
証
が
使
え

な
く
な
る
前
に
、
保
険
証
と
同
様
に

使
え
る
「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

保
険
証
の

廃
止
に
つ
い
て

対
象
に
な
り
ま
す
。
課
税
世
帯
で
助

成
を
希
望
す
る
方
は
、
国
保
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
重
度
心
身
障
害
者
・
高
齢
重
度
障
害
者
）

●
対
象

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
で
、
一
定
の

所
得
が
な
い
人

●
有
効
期
限
　
来
年
7
月
31
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64―

8
8
0
1

７
月
中
に
保
険
証
や
受
給
資
格
者
証
を
郵
送
し
ま
す

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
願

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
　
☎
63―

2
2
3
5

（
自
動
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択
）
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現
在
使
用
し
て
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
は
、
７

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、
７

月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証
、
受
給

資
格
者
証
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
８

月
１
日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

●
対
象

①
75
歳
以
上
の
人

②
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
〜

74
歳
ま
で
の
人
で
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
を
す
で
に
持
っ
て

い
る
人

●
有
効
期
限
　
来
年
7
月
31
日
ま
で

◆
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
被
保
険
者
証
と
同
じ
く
7
月
31

日
に
期
限
が
切
れ
ま
す
。
負
担
区
分

等
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
新
し
い

認
定
証
を
被
保
険
者
証
に
同
封
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
入
院
等
で
医
療
機
関
で
の
支
払

い
が
高
額
に
な
る
場
合
、
医
療
費
等

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・

福
祉
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

が
所
得
に
応
じ
た
負
担
額
で
お
さ
え

ら
れ
ま
す
。
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
国
保
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
被
保
険
者
証
を
「
簡

易
書
留
」
で
お
送
り
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
7
月
8
日
（
月
）
ま
で
に

国
保
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

●
対
象

国
民
健
康
保
険
加
入
者

●
有
効
期
限

来
年
7
月
31
日
ま
で

（
ま
た
は
満
75
歳
に
な
る
前
日
ま
で
）

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
ひ
と
り
親
家
庭
）

●
対
象

19
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
人

※
対
象
と
な
る
人
で
、
令
和
５
年
度

所
得
や
資
格
の
確
認
が
必
要
な
人
に

は
、
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

●
有
効
期
限
　
来
年
7
月
31
日
ま
で

●
制
度
の
見
直
し

　
こ
れ
ま
で
は
所
得
税
が
非
課
税
の

人
を
助
成
対
象
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
８
月
か
ら
、
ひ
と
り

親
家
庭
で
課
税
世
帯
の
人
も
助
成
の

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
事
前

に
申
込
み
を
す
る
と
健
康
保
険
証
と

し
て
も
使
え
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
で
は
、
医
療
機
関

窓
口
で
の
資
格
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
た
り
、
高
齢
受
給
者
証
や
限
度

額
適
用
認
定
証
な
ど
の
持
参
が
不
要

に
な
っ
た
り
、
ご
本
人
の
同
意
で
特

定
健
診
結
果
や
過
去
の
薬
の
処
方
歴

を
医
師
や
薬
剤
師
と
共
有
で
き
、
よ

り
き
め
細
か
い
診
療
や
服
薬
管
理
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
申
込

み
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
）
、
パ
ソ
コ
ン
（
＋
IC
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
）
、
セ
ブ
ン
銀
行
の

A
T
M
、
医
療
機
関
等
の
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど
で
で
き
ま

す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル

☎
0
1
2
0―

95―

0
1
7
8

（
無
料
）

受
付
時
間
：
平
日
9
時
30
分
〜
20
時

・
土
日
祝
9
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
年
末
年
始
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64―

8
8
0
1

マ
イ
ナ
保
険
証
に

つ
い
て

　
国
税
局
の
組
織
で
あ
る「
業
務
セ
ン

タ
ー
室
」で
は
、
一
部
の
税
務
署
を
対

象
に
、申
告
書
の
入
力
な
ど
の
内
部
事

務
の
集
約
処
理
（
内
部
事
務
の
セ
ン

タ
ー
化（
※
））を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
富
岡
税
務
署
管
内
の
納
税
者
の
皆

様
に
は
、
以
下
の
事
項
に
つ
き
ま
し

て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
※
）「
内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
」は
、

納
税
者
の
皆
様
の
所
轄
税
務
署
を
変

更
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
郵
送
に
よ
る
送
付
先

　
申
告
書
等
を
郵
送
に
よ
り
提
出
す

る
場
合
は
、左
記
の
送
付
先
宛
に
送
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
送
付
先

〒
3
7
1―

8
5
8
7

関
東
信
越
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

前
橋
分
室

※
申
告
書
等
を
郵
送
に
よ
り
提
出
す

る
場
合
は
、郵
便
番
号
と
宛
名
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。住
所
の
記
載
は
不
要

で
す
。

●
税
金
に
関
す
る
情
報
・
ご
相
談

・
税
金
に
関
す
る
情
報

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、申
告

（
納
税
）
に
関
す
る
情
報
や
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
（
よ
く
あ
る
税
の
質
問
）
の

ほ
か
、個
人
の
方
の
国
税
に
関
す
る
相

富
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

談
に
自
動
回
答
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト「
ふ
た
ば
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
（
納
税
）
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.nta.go.jp/

・
電
話
に
よ
る
ご
相
談 

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
解
決
し

な
い
場
合
に
は
、電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

（
0
5
7
0―

0
0―

5
9
0
1
（
国

税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
））
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、富
岡
税
務
署

の
代
表
電
話
番
号
へ
お
掛
け
い
た
だ

く
と
自
動
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の

で
、「
１
」を
選
択
後
、
ご
相
談
内
容
に

応
じ
た
番
号
を
選
択
す
る
と
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
税
務
署
で
の
ご
相
談

　
税
務
署
窓
口
で
の
ご
相
談
に
は
、事

前
予
約
が
必
要
で
す
。 

　
富
岡
税
務
署
の
代
表
電
話
番
号
へ

お
掛
け
い
た
だ
く
と
自
動
音
声
案
内

が
流
れ
ま
す
の
で
、「
２
」を
選
択
し
、

面
接
相
談
の
事
前
予
約
で
あ
る
旨
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
さ
れ
ず
に
窓
口
に
お
越

し
い
た
だ
い
て
も
、相
談
対
応
で
き
な

　後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

額
決
定
通
知
書

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

に
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
7
月

中
に
発
送
し
ま
す
。
普
通
徴
収
の
第

1
期
の
納
期
限
は
7
月
31
日
（
水
）

で
す
。
今
年
度
、
新
た
に
75
歳
に
な

る
人
は
、
国
保
税
な
ど
を
口
座
振
替

で
納
付
し
て
い
て
も
、
金
融
機
関
で

新
た
に
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64―

8
8
0
1

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
額
決
定
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す

　
12
月
2
日
に
保
険
証
の
新
規
発
行

は
終
了
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
一
体
化
し
ま
す
。
た
だ
し
、
8
月

1
日
か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
保
険

証
は
、
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い

な
い
方
に
は
、
紙
の
保
険
証
が
使
え

な
く
な
る
前
に
、
保
険
証
と
同
様
に

使
え
る
「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

保
険
証
の

廃
止
に
つ
い
て

対
象
に
な
り
ま
す
。
課
税
世
帯
で
助

成
を
希
望
す
る
方
は
、
国
保
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
重
度
心
身
障
害
者
・
高
齢
重
度
障
害
者
）

●
対
象

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
で
、
一
定
の

所
得
が
な
い
人

●
有
効
期
限
　
来
年
7
月
31
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64―

8
8
0
1

７
月
中
に
保
険
証
や
受
給
資
格
者
証
を
郵
送
し
ま
す

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
願

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
　
☎
63―

2
2
3
5

（
自
動
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択
）
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国民健康保険税の税率が変わります

下仁田町公共交通アンケートの集計結果について

　国民健康保険（国保）は、加入者が納める国保税と国・県・町の公費を財源にして、病気やけがをしたと
きの医療費や、出産育児一時金、葬祭費など必要な保険給付を行う制度です。
　運営状況を踏まえ、令和６年度の課税分から国保税率を改正しました。また、地方税法施行令の一部改正
に伴い、賦課限度額等も変更になりますので、あわせてご確認ください。
　国保税は制度の運営を支える貴重な財源です。安定的な運営のために、ご理解とご協力をお願いします。

町民の皆様へ
　町では､しもにたバスの現状を鑑み､今後の公共
交通のあり方について住民ニーズを把握するため
アンケートを実施致しました｡多くの住民皆様にご
回答いただき大変ありがとうございました。その結
果を集計しましたので､ご報告致します。

●国保税の納税通知書を7月中に発送します
　国保税の納税義務者は世帯主です。世帯主が国保に加入していなくても、同一世帯に国保の加入者がいれば、
世帯主の方に納税通知書が送られます。納期限までに納付をお願いします。

●問い合わせ　住民税務課　税務係　☎82-2113（直通）

●所得の低い人への国保税の軽減措置が拡充されます
　世帯の前年中の所得が定められた所得基準を下回っている場合は、国保税の均等割額と平等割額が所得
に応じて 7 割・5 割・2 割軽減されます。この軽減の基準となる所得額が引き上げられ、5 割軽減と 2 割
軽減の対象が拡大されました。
　ただし、国保加入者に所得未申告の人がいると軽減がされず、国保税が高く算定されてしまいます。
収入のなかった方も必ず申告してください。

※1　一定の給与所得者と公的年金等の支給を受ける者。
※2　同じ世帯の中で、国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した者を含む。

７割

5割

2割

軽減割合 前年中の総所得の合計額

43万円＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下
↓

変更なし

43万円＋29万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下
↓

43万円＋29．5万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下

43万円＋53．5万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下
↓

43万円＋54．5万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下

●令和６年度からの新しい税率、賦課限度額 

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

改正前 改正前 改正前改正後 改正後 改正後

6.0%

21,600 円

21,600 円

65 万円

2.6%

6,300 円

7,200 円

22 万円

1.9%

9,000 円

6,000 円

17 万円

6.0%

27,800 円

19,300 円

65 万円

2.6%

11,900 円

8,300 円

24 万円

1.9%

12,700 円

6,300 円

17 万円

所得割額
（前年の所得に応じて計算）

均等割額
（１人当たりの金額）

平等割額
（１世帯当たりの金額）

賦課限度額

実施内容
■対 象 者　令和６年１月３１日時点の下仁田町
　　　　　　全世帯　2,643戸
■対象期間　２月１日（区長配布）～２月２９日　
■実施方法　各行政区の区長・班長を通じて対象者
　　　　　　にアンケートを配布し回収

アンケート結果概要
（１）回答率　80.5%　（2,643戸に配布し、2,129枚回収）
（２）回答者自身について

年齢世帯
員数

免許の
有無

（３）バス利用について

（４）デマンド交通について

車の運転を頼める
同居のご家族の有無

単身

2人～4人

５人以上

持っている

持っていない

日常的に利用する

週１回程度利用する

月１回程度利用する

1,793人

328人

84.2%

15.4%

34人

28人

83人

1.6%

1.3%

3.9%

（６）今後の下仁田町の公共交通について
現在の路線バスの方法  

デマンドなどの新たな公共
交通システムでの運行 

わからない

544人

800人

696人

25.5%

37.6%

32.7%

（５）現在の路線バスとデマンド交通どちらが良いか
現在の路線バス

デマンド交通
320人

517人

15.0%

24.3%

どちらでもよい

わからない
495人

706人

23.3%

33.2%

ほとんど利用しない 1,958人 92.0%

利用したい 668人 31.4%

利用しない 1,283人 60.3%

いる

いない 

1,236人

869人

58.1%

40.8%

予約が面倒そう

システムに不安

661人

475人

43.8%

31.5%

629

1,329

104

29.5%

65.0%

4.9%

50代

60歳～74歳

75歳以上

265人

917人

827人

12.4%

43.1%

38.8%

日常的に利用

月1回程度利用

年数回利用

319人

190人

157人

47.8%

28.4%

23.5%

理由として、多かったものは
｢バス停が自宅や目的地の近くにあるから｣が37.9％
｢他の交通手段がないから」が31.6％でした｡

（想定される）利用頻度

利用しない理由

理由として、最も多かったものは
｢車のほうが便利｣という意見で全体の61.9%
と半数以上を占めていました。

〇総括      
　新たな方式による運行を求める回答が多い結果と
なりました。アンケートの終わりに､自由記述の欄を
設け､500件以上（全体の25％）の意見をいただき
ました｡本件についての皆様の関心が高いことが分
かり､いただいた貴重なご意見やご提案は､今後の公
共交通サービス改善と充実に役立ててまいります｡

回答者の年齢は
50代以上が94.3％を
占めていた。

5 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 4広
報しもにた
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国民健康保険税の税率が変わります

下仁田町公共交通アンケートの集計結果について

　国民健康保険（国保）は、加入者が納める国保税と国・県・町の公費を財源にして、病気やけがをしたと
きの医療費や、出産育児一時金、葬祭費など必要な保険給付を行う制度です。
　運営状況を踏まえ、令和６年度の課税分から国保税率を改正しました。また、地方税法施行令の一部改正
に伴い、賦課限度額等も変更になりますので、あわせてご確認ください。
　国保税は制度の運営を支える貴重な財源です。安定的な運営のために、ご理解とご協力をお願いします。

町民の皆様へ
　町では､しもにたバスの現状を鑑み､今後の公共
交通のあり方について住民ニーズを把握するため
アンケートを実施致しました｡多くの住民皆様にご
回答いただき大変ありがとうございました。その結
果を集計しましたので､ご報告致します。

●国保税の納税通知書を7月中に発送します
　国保税の納税義務者は世帯主です。世帯主が国保に加入していなくても、同一世帯に国保の加入者がいれば、
世帯主の方に納税通知書が送られます。納期限までに納付をお願いします。

●問い合わせ　住民税務課　税務係　☎82-2113（直通）

●所得の低い人への国保税の軽減措置が拡充されます
　世帯の前年中の所得が定められた所得基準を下回っている場合は、国保税の均等割額と平等割額が所得
に応じて 7 割・5 割・2 割軽減されます。この軽減の基準となる所得額が引き上げられ、5 割軽減と 2 割
軽減の対象が拡大されました。
　ただし、国保加入者に所得未申告の人がいると軽減がされず、国保税が高く算定されてしまいます。
収入のなかった方も必ず申告してください。

※1　一定の給与所得者と公的年金等の支給を受ける者。
※2　同じ世帯の中で、国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した者を含む。

７割

5割

2割

軽減割合 前年中の総所得の合計額

43万円＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下
↓

変更なし

43万円＋29万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下
↓

43万円＋29．5万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下

43万円＋53．5万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下
↓

43万円＋54．5万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下

●令和６年度からの新しい税率、賦課限度額 

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

改正前 改正前 改正前改正後 改正後 改正後

6.0%
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65 万円

2.6%

6,300 円
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22 万円

1.9%

9,000 円

6,000 円

17 万円

6.0%

27,800 円

19,300 円

65 万円

2.6%

11,900 円

8,300 円

24 万円

1.9%

12,700 円

6,300 円

17 万円

所得割額
（前年の所得に応じて計算）

均等割額
（１人当たりの金額）

平等割額
（１世帯当たりの金額）

賦課限度額

実施内容
■対 象 者　令和６年１月３１日時点の下仁田町
　　　　　　全世帯　2,643戸
■対象期間　２月１日（区長配布）～２月２９日　
■実施方法　各行政区の区長・班長を通じて対象者
　　　　　　にアンケートを配布し回収

アンケート結果概要
（１）回答率　80.5%　（2,643戸に配布し、2,129枚回収）
（２）回答者自身について

年齢世帯
員数

免許の
有無

（３）バス利用について

（４）デマンド交通について

車の運転を頼める
同居のご家族の有無

単身

2人～4人

５人以上

持っている

持っていない

日常的に利用する

週１回程度利用する

月１回程度利用する

1,793人

328人

84.2%

15.4%

34人

28人

83人

1.6%

1.3%

3.9%

（６）今後の下仁田町の公共交通について
現在の路線バスの方法  

デマンドなどの新たな公共
交通システムでの運行 

わからない

544人

800人

696人

25.5%

37.6%

32.7%

（５）現在の路線バスとデマンド交通どちらが良いか
現在の路線バス

デマンド交通
320人

517人

15.0%

24.3%

どちらでもよい

わからない
495人

706人

23.3%

33.2%

ほとんど利用しない 1,958人 92.0%

利用したい 668人 31.4%

利用しない 1,283人 60.3%

いる

いない 

1,236人

869人

58.1%

40.8%

予約が面倒そう

システムに不安

661人

475人

43.8%

31.5%

629

1,329

104

29.5%

65.0%

4.9%

50代

60歳～74歳

75歳以上

265人

917人

827人

12.4%

43.1%

38.8%

日常的に利用

月1回程度利用

年数回利用

319人

190人

157人

47.8%

28.4%

23.5%

理由として、多かったものは
｢バス停が自宅や目的地の近くにあるから｣が37.9％
｢他の交通手段がないから」が31.6％でした｡

（想定される）利用頻度

利用しない理由

理由として、最も多かったものは
｢車のほうが便利｣という意見で全体の61.9%
と半数以上を占めていました。

〇総括      
　新たな方式による運行を求める回答が多い結果と
なりました。アンケートの終わりに､自由記述の欄を
設け､500件以上（全体の25％）の意見をいただき
ました｡本件についての皆様の関心が高いことが分
かり､いただいた貴重なご意見やご提案は､今後の公
共交通サービス改善と充実に役立ててまいります｡

回答者の年齢は
50代以上が94.3％を
占めていた。
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●
日
時

　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

７
月
２
日
・
８
月
６
日

午
前
10
時
〜
12
時

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

　公
民
館
３
階
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室

公
証
相
談

●
相
談
員
　公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　遺
言
・
任
意

後
見
・
離
婚
（
養
育
費
の
支
払
い

等
）
・
金
銭
貸
借
な
ど
の
各
種
公
正

証
書
の
作
成
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

　
６
月
25
日
（
火
）
よ
り
11
月
30
日

（
土
）
ま
で
、
荒
船
風
穴
世
界
遺
産

登
録
10
周
年
記
念
と
し
て
特
別
展
を

歴
史
館
で
行
い
ま
す
。
10
年
間
で
新

た
に
確
認
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を
パ

ネ
ル
展
示
し
ま
す
。
専
門
的
知
識
を

深
め
る
良
い
機
会
で
す
の
で
是
非
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
（
歴
史
館
入
館

料
２
０
０
円
※
高
校
生
以
下
無
料
）

　
ま
た
、
７
月
６
日
（
土
）
13
時
30

分
よ
り
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
大
会

議
室
に
お
い
て
下
仁
田
町
歴
史
館
館

長
に
よ
る
特
別
展
解
説
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
併
せ
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

「
荒
船
風
穴
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
特
別
展
」

●
人
数

先
着
50
人

●
申
し
込
み
期
限

令
和
６
年
７
月
５
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

「
介
護
予
防
の
基
礎
知
識
」
を
学
ぶ

研
修
で
す
。

●
日
時

令
和
６
年
７
月
30
日
（
火
）

○
受
付
　
８
時
30
分

○
講
義
　
９
時
〜
13
時

●
場
所
　下
仁
田
町
公
民
館
３
階

大
会
議
室

●
内
容

介
護
予
防
の
お
話
（
運
動
・
栄
養
・

お
口
の
健
康
に
つ
い
て
）

参
加
者
募
集 

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修 【
初
級
コ
ー
ス
】

●
対
象
者

　
○
町
民
（
年
齢
制
限
な
し
）

　
○
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
名
簿
に

　
登
録
で
き
る
方

●
申
込
み
期
限

令
和
６
年
７
月
19
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64―

８
８
０
４

●
日
時

　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

７
月
２
日
・
８
月
６
日
　
午
前
９
時

〜
12
時

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容
　

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
へ

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

の
苦
情
や
意
見
、
要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

　
町
で
は
令
和
７
年
４
月
に
採
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
町
職
員
採
用
試
験
は
、
群
馬
県
町

村
会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
第
１
次

試
験
【
統
一
試
験
】
と
、
町
で
実
施

す
る
第
２
次
試
験
と
な
り
ま
す
。

　
受
験
希
望
者
は
、
試
験
申
込
用
紙

を
下
仁
田
町
役
場
総
務
課
か
ら
取
り

寄
せ
、
受
験
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
受
験
資
格
　

①
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
又
は
令
和

７
年
３
月
卒
業
（
高
等
学
校
等
）
見

込
み
の
方

●
試
験
の
方
法

第
１
次
試
験

適
性
検
査
及
び
教
養
試
験

第
２
次
試
験

作
文
試
験
・
口
述
試
験

　
試
験
内
容
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
・
試
験
場
所

第
１
次
試
験
９
月
22
日
（
日
）

下
仁
田
町
役
場
会
議
室

第
２
次
試
験
　
10
月
中
旬
　

●
採
用
人
数
　
若
干
名

●
受
付
期
間

７
月
１
日
（
月
）
〜

８
月
16
日
（
金
）
ま
で

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

下
仁
田
町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く
）
郵
送
の

場
合
は
８
月
16
日
消
印
有
効

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
給
与
係
（
内
線
５
０
４
）

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お

り
会
計
年
度
任
用
職
員
（
臨
時
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
の
献
立
作
成
及
び
調
理
等

●
資
格
　
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士

●
募
集
人
数
　
１
名

●
賃
金
等
　
町
規
定
に
よ
り
支
給

●
福
利
厚
生
　
任
用
形
態
に
よ
り
社

会
保
険
等
加
入

●
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
か
ら

午
後
４
時
45
分
※
応
相
談

●
雇
用
期
間

令
和
６
年
９
月
〜
当
分
の
間
※
応
相
談

●
申
込
期
限

令
和
６
年
８
月
９
日
（
金
）
午
後
４
時

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入（
写
真
を
貼
付
）の
上
、

土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く
午
前

８
時
か
ら
午
後
４
時
45
分
の
間
に
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
書
類
審
査
後
面
接
日
等
を
連
絡
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
2
5
4
2

●
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
郵
送
し
ま
す

　
事
業
対
象
者
・
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
、
介

護
保
険
利
用
時
の
負
担
割
合
を
記
載

し
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を

発
行
し
ま
す
。
（
７
月
中
旬
発
送
予

定
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
ま
た
は
入
所
施
設
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
有
効
期
限
は
、
８
月
１
日

か
ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介

護
医
療
院
）
に
入
所
、
ま
た
は
短
期

入
所
生
活
・
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、

食
費
及
び
居
住
費
の
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
申
請
書
に
加
え
、
通
帳
の

写
し
、
金
融
機
関
な
ど
へ
の
預
貯
金

照
会
の
同
意
書
を
添
付
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
※
前
年
度
に
認
定
を

受
け
、
現
在
も
介
護
保
険
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
定
期
的
に

短
期
入
所
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
方

に
は
、
更
新
の
お
知
ら
せ
と
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
「
負
担
限
度
額
認
定
証
」

は
施
設
に
提
出
し
な
け
れ
ば
減
額
さ

れ
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
施
設
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
は
、
８

月
１
日
か
ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ  
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
64―

８
８
０
２

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養
士
・

栄
養
士
募
集
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

7 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 6広
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行政情報行政情報

●
日
時

　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

７
月
２
日
・
８
月
６
日

午
前
10
時
〜
12
時

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

　公
民
館
３
階
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室

公
証
相
談

●
相
談
員
　公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　遺
言
・
任
意

後
見
・
離
婚
（
養
育
費
の
支
払
い

等
）
・
金
銭
貸
借
な
ど
の
各
種
公
正

証
書
の
作
成
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

　
６
月
25
日
（
火
）
よ
り
11
月
30
日

（
土
）
ま
で
、
荒
船
風
穴
世
界
遺
産

登
録
10
周
年
記
念
と
し
て
特
別
展
を

歴
史
館
で
行
い
ま
す
。
10
年
間
で
新

た
に
確
認
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を
パ

ネ
ル
展
示
し
ま
す
。
専
門
的
知
識
を

深
め
る
良
い
機
会
で
す
の
で
是
非
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
（
歴
史
館
入
館

料
２
０
０
円
※
高
校
生
以
下
無
料
）

　
ま
た
、
７
月
６
日
（
土
）
13
時
30

分
よ
り
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
大
会

議
室
に
お
い
て
下
仁
田
町
歴
史
館
館

長
に
よ
る
特
別
展
解
説
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
併
せ
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

「
荒
船
風
穴
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
特
別
展
」

●
人
数

先
着
50
人

●
申
し
込
み
期
限

令
和
６
年
７
月
５
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

「
介
護
予
防
の
基
礎
知
識
」
を
学
ぶ

研
修
で
す
。

●
日
時

令
和
６
年
７
月
30
日
（
火
）

○
受
付
　
８
時
30
分

○
講
義
　
９
時
〜
13
時

●
場
所
　下
仁
田
町
公
民
館
３
階

大
会
議
室

●
内
容

介
護
予
防
の
お
話
（
運
動
・
栄
養
・

お
口
の
健
康
に
つ
い
て
）

参
加
者
募
集 

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修 【
初
級
コ
ー
ス
】

●
対
象
者

　
○
町
民
（
年
齢
制
限
な
し
）

　
○
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
名
簿
に

　
登
録
で
き
る
方

●
申
込
み
期
限

令
和
６
年
７
月
19
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64―

８
８
０
４

●
日
時

　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

７
月
２
日
・
８
月
６
日
　
午
前
９
時

〜
12
時

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容
　

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
へ

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

の
苦
情
や
意
見
、
要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

　
町
で
は
令
和
７
年
４
月
に
採
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
町
職
員
採
用
試
験
は
、
群
馬
県
町

村
会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
第
１
次

試
験
【
統
一
試
験
】
と
、
町
で
実
施

す
る
第
２
次
試
験
と
な
り
ま
す
。

　
受
験
希
望
者
は
、
試
験
申
込
用
紙

を
下
仁
田
町
役
場
総
務
課
か
ら
取
り

寄
せ
、
受
験
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
受
験
資
格
　

①
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
又
は
令
和

７
年
３
月
卒
業
（
高
等
学
校
等
）
見

込
み
の
方

●
試
験
の
方
法

第
１
次
試
験

適
性
検
査
及
び
教
養
試
験

第
２
次
試
験

作
文
試
験
・
口
述
試
験

　
試
験
内
容
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
・
試
験
場
所

第
１
次
試
験
９
月
22
日
（
日
）

下
仁
田
町
役
場
会
議
室

第
２
次
試
験
　
10
月
中
旬
　

●
採
用
人
数
　
若
干
名

●
受
付
期
間

７
月
１
日
（
月
）
〜

８
月
16
日
（
金
）
ま
で

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

下
仁
田
町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く
）
郵
送
の

場
合
は
８
月
16
日
消
印
有
効

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
給
与
係
（
内
線
５
０
４
）

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お

り
会
計
年
度
任
用
職
員
（
臨
時
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
の
献
立
作
成
及
び
調
理
等

●
資
格
　
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士

●
募
集
人
数
　
１
名

●
賃
金
等
　
町
規
定
に
よ
り
支
給

●
福
利
厚
生
　
任
用
形
態
に
よ
り
社

会
保
険
等
加
入

●
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
か
ら

午
後
４
時
45
分
※
応
相
談

●
雇
用
期
間

令
和
６
年
９
月
〜
当
分
の
間
※
応
相
談

●
申
込
期
限

令
和
６
年
８
月
９
日
（
金
）
午
後
４
時

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入（
写
真
を
貼
付
）の
上
、

土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く
午
前

８
時
か
ら
午
後
４
時
45
分
の
間
に
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
書
類
審
査
後
面
接
日
等
を
連
絡
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
2
5
4
2

●
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
郵
送
し
ま
す

　
事
業
対
象
者
・
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
、
介

護
保
険
利
用
時
の
負
担
割
合
を
記
載

し
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を

発
行
し
ま
す
。
（
７
月
中
旬
発
送
予

定
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
ま
た
は
入
所
施
設
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
有
効
期
限
は
、
８
月
１
日

か
ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介

護
医
療
院
）
に
入
所
、
ま
た
は
短
期

入
所
生
活
・
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、

食
費
及
び
居
住
費
の
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
申
請
書
に
加
え
、
通
帳
の

写
し
、
金
融
機
関
な
ど
へ
の
預
貯
金

照
会
の
同
意
書
を
添
付
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
※
前
年
度
に
認
定
を

受
け
、
現
在
も
介
護
保
険
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
定
期
的
に

短
期
入
所
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
方

に
は
、
更
新
の
お
知
ら
せ
と
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
「
負
担
限
度
額
認
定
証
」

は
施
設
に
提
出
し
な
け
れ
ば
減
額
さ

れ
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
施
設
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
は
、
８

月
１
日
か
ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ  

福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
64―

８
８
０
２

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養
士
・

栄
養
士
募
集
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
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●
町
長
交
際
費
と
は

　町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
ま
た
は
団

体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
す
。

「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
」
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま

す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

5月10日

5月13日

5月16日

5月17日

5月19日

5月21日

5月22日

5月23日

5月25日

5月26日

5月26日

5月29日

5月30日

会費

会費

会費

会費

慶祝

会費

会費

会費

会費

協賛

協賛

会費

協賛

支出内容支出日

(5月分) 令和6年度 町長交際費 (単位:円)

支出区分

5月分　計

支出金額

群馬県消防協会富岡甘楽支部 意見交換会 

富岡法人会下仁田地区会 懇親会 

下仁田町商業協同組合 懇親会 

下仁田町消防団関係者 懇親会 

神津牧場花まつり 

下仁田町商工会 懇親会 

富岡甘楽地区防犯協会 情報交換会 

JA甘楽富岡農特産部会 懇親会 

富岡製糸場を愛する会 懇親会 

原水爆禁止国民平和大行進 協賛金 

原水爆禁止国民平和大行進 激励（お茶） 

富岡甘楽地区企業防犯協力会 情報交換会 

内山峠ごみゼロ清掃活動 激励（お茶）

6,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,500

5,000

5,000

5,000

2,880

5,500

3,240

63,120

　町では、税の公平性の観点から、滞納者の財産差し押さえ処分を実施しています。
　令和３年度～令和５年度の差し押さえ件数及び換価による税収等の額は下記のとおりです。

預　　金

年　　金

給　　与

生命保険

不 動 産

動　　産

そ の 他

合　　計

差し押さえ件数
差押物件

換価による税収等の額

令和5年度 令和4年度 令和5年度

845,248円

1,270,677円

845,378円

0円

0円

0円

219,971円

3,181,274円

542,051円

1,072,695円

620,161円

0円

0円

0円

703,900円

2,938,807円

令和3年度令和4年度

15件

3件

5件

0件

0件

1件

2件

26件

23件

2件

8件

0件

0件

0件

6件

39件

令和3年度

11件

8件

4件

0件

0件

0件

5件

28件

306,389円

2,049,151円

1,025,130円

0円

550,000円

0円

99,651円

4,030,321円

※その他：国税還付金、出資金、売掛金等

滞納者の財産差し押さえの実施状況

行政情報行政情報令和７年４月からの併設型小中一貫校の開校に向け、教育委員会職員と
下仁田小学校、下仁田中学校教職員による準備会を開催しています

●事前打合せ　４月５日（金）１５：００～　下仁田中学校
　　　　　　　・準備会の開催方法の確認
　　　　　　　・分科会の編成について
●第１回　４月１５日（月）１５：１５～　下仁田中学校
　　　　　講義「下仁田町併設型小中一貫校に向けて」
　　　　　講師　矢島正（準備会アドバイザー）
　　　　　・各分科会毎に検討
●第２回　５月１３日（月）下仁田小学校　
　　　　　・各分科会毎に検討
●第3回　６月３日（月）１５：００～　下仁田中学校
　　　　　・各分科会毎に検討

●問い合わせ　教育課学校教育係　☎６７－７６１９　

下仁田町立小中一貫校の学園名募集について

●目的　下仁田町では、小学校と中学校の教育課程を合わせ、９年間の教育課程で特色のある学校運営を
行うため、令和７年度から併設型小中一貫校に移行することになりました。これまでどおり、学校名は
「下仁田小学校」と「下仁田中学校」のままですが、この２校からなる小中一貫校をより親しんだ学校に
するために、小中一貫校の総称としての「学園名」（〇〇学園等）を募集いたします。

●応募条件
①応募は一人につき1点までとします。  
②総称は、漢字、ひらがな、カタカナのいずれかを
　使用してください。（併用可、常用漢字による）

●その他
・応募いただいた方の個人情報については、学園名募集に関すること以外には使用しません。
・応募のあった学園名の中から下仁田町教育委員会で新しい学園名の候補を選定します。
・応募に係るスマートフォンの通信費、郵送料等の経費は応募者の負担とします。
・決定した学園名に関する一切の権利は、下仁田町教育委員会に帰属します。
・必ずしも応募数の多かった学園名に決まるわけではありません。
●問い合わせ　教育課学校教育係　☎６７－７６１９　   

◎一貫校の学校運営などについて検討
・学校教育目標　　　　・学校経営方針　　・一貫校運営組織
・教科担任制について　・学園名について

全体構想作成
分科会

分科会名 検討内容

◎一貫校の学校生活や学校行事などについて検討
・校時表の作成　　　　・スクールバス運行見直し　・学校行事の検討
・年間行事計画の作成　・9年間の心身の健康づくりの計画、取組の考案

学校生活の充実を
図る分科会

◎授業改善や総合、英語科などについて検討
・探究的で、協働的な学びの 9年間の重点　・総合的な学習の時間の内容を検討
・英語科の導入について検討　　　　　　   ・非認知能力の育成について検討

豊かな学びを
創造する分科会

応募資格 応募期間

①町内にお住まいの方、お勤めの方
②町内の小中学校の児童生徒、保護者及び
　卒業生

7月1日(月)～
7月31日(水)
必着

応募方法

①スマートフォンによる応募　
②下仁田町教育委員会へ応募用紙を郵送又は
　持参

小中一貫校の総称「○○学園」

併設型小中一貫校のイメージ

下仁田小学校 下仁田中学校

応募はこちら

※下仁田小学校、
下仁田中学校の
名称は残ります。

※下仁田小学校、
下仁田中学校の
名称は残ります。

●分科会の構成及び検討内容

○応募資格・応募期間・応募方法
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●
町
長
交
際
費
と
は

　町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
ま
た
は
団

体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
す
。

「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
」
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま

す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

5月10日

5月13日

5月16日

5月17日

5月19日

5月21日

5月22日

5月23日

5月25日

5月26日

5月26日

5月29日

5月30日

会費

会費

会費

会費

慶祝

会費

会費

会費

会費

協賛

協賛

会費

協賛

支出内容支出日

(5月分) 令和6年度 町長交際費 (単位:円)

支出区分

5月分　計

支出金額

群馬県消防協会富岡甘楽支部 意見交換会 

富岡法人会下仁田地区会 懇親会 

下仁田町商業協同組合 懇親会 

下仁田町消防団関係者 懇親会 

神津牧場花まつり 

下仁田町商工会 懇親会 

富岡甘楽地区防犯協会 情報交換会 

JA甘楽富岡農特産部会 懇親会 

富岡製糸場を愛する会 懇親会 

原水爆禁止国民平和大行進 協賛金 

原水爆禁止国民平和大行進 激励（お茶） 

富岡甘楽地区企業防犯協力会 情報交換会 

内山峠ごみゼロ清掃活動 激励（お茶）

6,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,500

5,000

5,000

5,000

2,880

5,500

3,240

63,120

　町では、税の公平性の観点から、滞納者の財産差し押さえ処分を実施しています。
　令和３年度～令和５年度の差し押さえ件数及び換価による税収等の額は下記のとおりです。

預　　金

年　　金

給　　与

生命保険

不 動 産

動　　産

そ の 他

合　　計

差し押さえ件数
差押物件

換価による税収等の額

令和5年度 令和4年度 令和5年度

845,248円

1,270,677円

845,378円

0円

0円

0円

219,971円

3,181,274円

542,051円

1,072,695円

620,161円

0円

0円

0円

703,900円

2,938,807円

令和3年度令和4年度

15件

3件

5件

0件

0件

1件

2件

26件

23件

2件

8件

0件

0件

0件

6件

39件

令和3年度

11件

8件

4件

0件

0件

0件

5件

28件

306,389円

2,049,151円

1,025,130円

0円

550,000円

0円

99,651円

4,030,321円

※その他：国税還付金、出資金、売掛金等

滞納者の財産差し押さえの実施状況

行政情報行政情報令和７年４月からの併設型小中一貫校の開校に向け、教育委員会職員と
下仁田小学校、下仁田中学校教職員による準備会を開催しています

●事前打合せ　４月５日（金）１５：００～　下仁田中学校
　　　　　　　・準備会の開催方法の確認
　　　　　　　・分科会の編成について
●第１回　４月１５日（月）１５：１５～　下仁田中学校
　　　　　講義「下仁田町併設型小中一貫校に向けて」
　　　　　講師　矢島正（準備会アドバイザー）
　　　　　・各分科会毎に検討
●第２回　５月１３日（月）下仁田小学校　
　　　　　・各分科会毎に検討
●第3回　６月３日（月）１５：００～　下仁田中学校
　　　　　・各分科会毎に検討

●問い合わせ　教育課学校教育係　☎６７－７６１９　

下仁田町立小中一貫校の学園名募集について

●目的　下仁田町では、小学校と中学校の教育課程を合わせ、９年間の教育課程で特色のある学校運営を
行うため、令和７年度から併設型小中一貫校に移行することになりました。これまでどおり、学校名は
「下仁田小学校」と「下仁田中学校」のままですが、この２校からなる小中一貫校をより親しんだ学校に
するために、小中一貫校の総称としての「学園名」（〇〇学園等）を募集いたします。

●応募条件
①応募は一人につき1点までとします。  
②総称は、漢字、ひらがな、カタカナのいずれかを
　使用してください。（併用可、常用漢字による）

●その他
・応募いただいた方の個人情報については、学園名募集に関すること以外には使用しません。
・応募のあった学園名の中から下仁田町教育委員会で新しい学園名の候補を選定します。
・応募に係るスマートフォンの通信費、郵送料等の経費は応募者の負担とします。
・決定した学園名に関する一切の権利は、下仁田町教育委員会に帰属します。
・必ずしも応募数の多かった学園名に決まるわけではありません。
●問い合わせ　教育課学校教育係　☎６７－７６１９　   

◎一貫校の学校運営などについて検討
・学校教育目標　　　　・学校経営方針　　・一貫校運営組織
・教科担任制について　・学園名について

全体構想作成
分科会

分科会名 検討内容

◎一貫校の学校生活や学校行事などについて検討
・校時表の作成　　　　・スクールバス運行見直し　・学校行事の検討
・年間行事計画の作成　・9年間の心身の健康づくりの計画、取組の考案

学校生活の充実を
図る分科会

◎授業改善や総合、英語科などについて検討
・探究的で、協働的な学びの 9年間の重点　・総合的な学習の時間の内容を検討
・英語科の導入について検討　　　　　　   ・非認知能力の育成について検討

豊かな学びを
創造する分科会

応募資格 応募期間

①町内にお住まいの方、お勤めの方
②町内の小中学校の児童生徒、保護者及び
　卒業生

7月1日(月)～
7月31日(水)
必着

応募方法

①スマートフォンによる応募　
②下仁田町教育委員会へ応募用紙を郵送又は
　持参

小中一貫校の総称「○○学園」

併設型小中一貫校のイメージ

下仁田小学校 下仁田中学校

応募はこちら

※下仁田小学校、
下仁田中学校の
名称は残ります。

※下仁田小学校、
下仁田中学校の
名称は残ります。

●分科会の構成及び検討内容

○応募資格・応募期間・応募方法
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令
和
5
年
度

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
わ
た
し
は
友
だ
ち
と
け
ん
か
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。友
だ
ち
と
け
ん
か
を
し
て

し
ま
う
と
、楽
し
く
遊
べ
な
か
っ
た
り
、元
気
が
な
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、わ
た
し
は
ど
う
し
た
ら
友
だ
ち
と
な
か
よ
く
で
き
る
か
考
え
ま
す
。

そ
う
考
え
て
み
た
ら
、ま
ず
、や
さ
し
く
接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。例
え

ば
、友
だ
ち
が
こ
ま
って
い
た
ら
、大
丈
夫
？
と
、声
を
か
け
る
こ
と
で
す
。や
さ
し
く
伝

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
、相
手
が
き
ず
つ
か
な
い
か
を
よ
く
考
え
て
話

す
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、悪
口
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
な
い

こ
と
で
す
。そ
の
場
に
い
な
い
人
の
話
も
で
き
れ
ば
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
す
。話
す
前

に
、さ
い
し
ょ
に
考
え
て
、言
って
いい
こ
と
か
決
め
て
か
ら
話
す
と
いい
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、き
っ
と
友
だ
ち
と
け
ん
か
は
し
な
く
な
り
ま
す
。楽
し
く
友
だ
ち
と

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。こ
れ
か
ら
友
だ
ち
と
仲
よ
く
楽
し
く
学
校
生
活
を
す
ご

し
た
い
で
す
。

作文
優秀賞

け
ん
か
を
な
く
す
に
は

下
仁
田
小
学
校
　
四
年
　
　
田
貝
　
莉
愛

た
が
い

り
あ

　
ぼ
く
は
、毎
日
が
ま
ん
を
し
て
い
る
と
思
って
い
ま
し
た
。家
に
い
る
と
、お
母
さ
ん
は

いつ
も
お
手
伝
い
を
し
な
さ
い
と
言
って
き
ま
す
。な
ん
で
いつ
も
お
手
伝
い
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。そ
れ
に
、お
こ
づ
か
い
が
少
な
く
て
い
や
だ
な
。ど
う
し
て
な
ん

だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、そ
の
こ
と
に
つい
て
お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。す
る
と
、お
母
さ
ん
は
、

が
ま
ん
し
て
い
る
の
は
ぼ
く
だ
け
で
は
な
い
と
、話
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
ん
な
話
を
聞

く
う
ち
に
、が
ま
ん
し
て
い
る
の
は
ぼ
く
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し

た
。

　
お
母
さ
ん
は
、毎
日
家
の
家
事
を
や
って
い
ま
す
。き
っ
と
、いつ
も
大
変
で
つ
か
れ
て
い

る
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。お
母
さ
ん
も
が
ま
ん
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。お

こ
づ
か
い
も
、考
え
て
み
た
ら
、自
分
が
か
せ
い
だ
お
金
で
は
な
く
て
、お
母
さ
ん
が
お
仕

事
を
が
ん
ば
って
た
め
た
も
の
で
す
。き
っ
と
大
変
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。ぼ
く

は
、お
手
伝
い
を
す
る
だ
け
で
お
金
が
も
ら
え
ま
す
。な
ん
だ
か
少
し
申
し
訳
な
い
な

と
思
って
き
ま
し
た
。お
仕
事
を
し
て
い
な
い
の
に
お
金
を
も
ら
え
る
だ
け
で
と
て
も
い

い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
考
え
て
、気
付
い
て
、と
て
も
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。ぼ
く
は
、毎
日
ち
ゃ
ん
と
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。そ
し
て
、家
族
の一員
と
し
て
、弟
や
妹
の
お
手
本
に
な
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

作文
優秀賞

家
で
の
や
く
わ
り

下
仁
田
小
学
校
　
四
年
　
　
吉
澤
　
陸
斗

よ
し
ざ
わ

り
く
と

いまい はな

ありがとう
きもちをこめて
いいたいな
下仁田小学校　1年　　今井　花奏

人権標語
優秀賞

さいとう あおと

みんなで
たのしくあそんで
えがおになろう
下仁田小学校　1年　　齋藤　蒼翔

人権標語
優秀賞

かんだ ももか

優しさの
キャッチボールで
笑顔咲く
下仁田小学校　1年　　神田　桃花

人権標語
優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま

す
。児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
５
年
度
の
も
の
で
す
。

公
民
館
図
書
室 「
新
刊
図
書
情
報
」

5
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

森　はるな

森　はるな

ずいの

外山　薫

小峰隆夫

池上彰・佐藤優

風野真知雄

風野真知雄

風野真知雄

風野真知雄

とりごえこうじ

原田ひ香

上田秀人

小宮山みのり

小宮山みのり

柴田ケイコ

小林快次

みのこ

ゲッターズ飯田

上田秀人

岡本さとる

書名

カーズ

美女と野獣

税金で買った本11

君の背中に見た夢は

世の中の見方が変わる経済学

グローバルサウスの逆襲

耳袋秘帖 南町奉行と犬神の家

耳袋秘帖 南町奉行と首切り床屋

耳袋秘帖 南町奉行と幽霊心中

耳袋秘帖 南町奉行と酒吞童子

野球しようぜ！ 大谷翔平ものがたり

定食屋「雑」

惣目付臨検仕る（五）霹靂

シンデレラとこいぬ

ラプンツェルとこうま

ふりかけパンダ

書名

新　恐竜１００

トランスフォーマーごー！ごー！

惣目付臨検仕る　六意趣

取次屋栄三　④千の倉より

モンちゃんと私　上   下

ことりっぷ　函館

ことりっぷ　箱根

ことりっぷ　伊豆　熱海

ことりっぷ　奈良・飛鳥

ことりっぷ　福井

ことりっぷ　鎌倉　江ノ電

佐伯泰英

佐々木裕一

藤井邦夫

あさのあつこ

門田康明

鈴木英治

鈴木英治

住野よる

あさのあつこ

町田尚子

小学館

書名

芋洗河岸　③未だ謎

おもみいたします

書院番勘兵衛　二怨鬼の剣

書院番勘兵衛　三魔性の剣

告白撃

ねこはるすばん

著者名又は
出版社

著者名又は
出版社

著者名又は
出版社

ゲッターズ飯田の
「五星三心占い」新・決定版

ことりっぷ 
日光・那須 栃木・益子

ことりっぷ 
角館・盛岡 平泉・花巻・遠野

ことりっぷ有田・唐津
伊万里・武雄・嬉野
ことりっぷ

香川　小豆島・アートな島々

新・浪人若さま新見左近
⑯鬼狩党始末
日暮左近事件帖
⑱大名強奪

浮世絵宗次日月抄　上
蒼曈の騎士

ポケモンをさがせ！
サン＆ムーン

これだけでOK！仕事に使える
ワードエクセルパワーポイント
２０２４－２０２５最新版

闇医者おゑん秘録帖
残陽の廓

おぷうの
きょうだい
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部

スタンダーズ

7月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

7/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：9：00～12：00

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

7/9（火）

１０：００～１１：３０

11 10下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



令
和
5
年
度

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
わ
た
し
は
友
だ
ち
と
け
ん
か
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。友
だ
ち
と
け
ん
か
を
し
て

し
ま
う
と
、楽
し
く
遊
べ
な
か
っ
た
り
、元
気
が
な
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、わ
た
し
は
ど
う
し
た
ら
友
だ
ち
と
な
か
よ
く
で
き
る
か
考
え
ま
す
。

そ
う
考
え
て
み
た
ら
、ま
ず
、や
さ
し
く
接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。例
え

ば
、友
だ
ち
が
こ
ま
って
い
た
ら
、大
丈
夫
？
と
、声
を
か
け
る
こ
と
で
す
。や
さ
し
く
伝

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
、相
手
が
き
ず
つ
か
な
い
か
を
よ
く
考
え
て
話

す
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、悪
口
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
な
い

こ
と
で
す
。そ
の
場
に
い
な
い
人
の
話
も
で
き
れ
ば
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
す
。話
す
前

に
、さ
い
し
ょ
に
考
え
て
、言
って
いい
こ
と
か
決
め
て
か
ら
話
す
と
いい
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、き
っ
と
友
だ
ち
と
け
ん
か
は
し
な
く
な
り
ま
す
。楽
し
く
友
だ
ち
と

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。こ
れ
か
ら
友
だ
ち
と
仲
よ
く
楽
し
く
学
校
生
活
を
す
ご

し
た
い
で
す
。

作文
優秀賞

け
ん
か
を
な
く
す
に
は

下
仁
田
小
学
校
　
四
年
　
　
田
貝
　
莉
愛

た
が
い

り
あ

　
ぼ
く
は
、毎
日
が
ま
ん
を
し
て
い
る
と
思
って
い
ま
し
た
。家
に
い
る
と
、お
母
さ
ん
は

いつ
も
お
手
伝
い
を
し
な
さ
い
と
言
って
き
ま
す
。な
ん
で
いつ
も
お
手
伝
い
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。そ
れ
に
、お
こ
づ
か
い
が
少
な
く
て
い
や
だ
な
。ど
う
し
て
な
ん

だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、そ
の
こ
と
に
つい
て
お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。す
る
と
、お
母
さ
ん
は
、

が
ま
ん
し
て
い
る
の
は
ぼ
く
だ
け
で
は
な
い
と
、話
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
ん
な
話
を
聞

く
う
ち
に
、が
ま
ん
し
て
い
る
の
は
ぼ
く
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し

た
。

　
お
母
さ
ん
は
、毎
日
家
の
家
事
を
や
って
い
ま
す
。き
っ
と
、いつ
も
大
変
で
つ
か
れ
て
い

る
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。お
母
さ
ん
も
が
ま
ん
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。お

こ
づ
か
い
も
、考
え
て
み
た
ら
、自
分
が
か
せ
い
だ
お
金
で
は
な
く
て
、お
母
さ
ん
が
お
仕

事
を
が
ん
ば
って
た
め
た
も
の
で
す
。き
っ
と
大
変
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。ぼ
く

は
、お
手
伝
い
を
す
る
だ
け
で
お
金
が
も
ら
え
ま
す
。な
ん
だ
か
少
し
申
し
訳
な
い
な

と
思
って
き
ま
し
た
。お
仕
事
を
し
て
い
な
い
の
に
お
金
を
も
ら
え
る
だ
け
で
と
て
も
い

い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
考
え
て
、気
付
い
て
、と
て
も
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。ぼ
く
は
、毎
日
ち
ゃ
ん
と
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。そ
し
て
、家
族
の一員
と
し
て
、弟
や
妹
の
お
手
本
に
な
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

作文
優秀賞

家
で
の
や
く
わ
り

下
仁
田
小
学
校
　
四
年
　
　
吉
澤
　
陸
斗

よ
し
ざ
わ

り
く
と

いまい はな

ありがとう
きもちをこめて
いいたいな
下仁田小学校　1年　　今井　花奏

人権標語
優秀賞

さいとう あおと

みんなで
たのしくあそんで
えがおになろう
下仁田小学校　1年　　齋藤　蒼翔

人権標語
優秀賞

かんだ ももか

優しさの
キャッチボールで
笑顔咲く
下仁田小学校　1年　　神田　桃花

人権標語
優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま

す
。児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
５
年
度
の
も
の
で
す
。

公
民
館
図
書
室 「
新
刊
図
書
情
報
」

5
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

森　はるな

森　はるな

ずいの

外山　薫

小峰隆夫

池上彰・佐藤優

風野真知雄

風野真知雄

風野真知雄

風野真知雄

とりごえこうじ

原田ひ香

上田秀人

小宮山みのり

小宮山みのり

柴田ケイコ

小林快次

みのこ

ゲッターズ飯田

上田秀人

岡本さとる

書名

カーズ

美女と野獣

税金で買った本11

君の背中に見た夢は

世の中の見方が変わる経済学

グローバルサウスの逆襲

耳袋秘帖 南町奉行と犬神の家

耳袋秘帖 南町奉行と首切り床屋

耳袋秘帖 南町奉行と幽霊心中

耳袋秘帖 南町奉行と酒吞童子

野球しようぜ！ 大谷翔平ものがたり

定食屋「雑」

惣目付臨検仕る（五）霹靂

シンデレラとこいぬ

ラプンツェルとこうま

ふりかけパンダ

書名

新　恐竜１００

トランスフォーマーごー！ごー！

惣目付臨検仕る　六意趣

取次屋栄三　④千の倉より

モンちゃんと私　上   下

ことりっぷ　函館

ことりっぷ　箱根

ことりっぷ　伊豆　熱海

ことりっぷ　奈良・飛鳥

ことりっぷ　福井

ことりっぷ　鎌倉　江ノ電

佐伯泰英

佐々木裕一

藤井邦夫

あさのあつこ

門田康明

鈴木英治

鈴木英治

住野よる

あさのあつこ

町田尚子

小学館

書名

芋洗河岸　③未だ謎

おもみいたします

書院番勘兵衛　二怨鬼の剣

書院番勘兵衛　三魔性の剣

告白撃

ねこはるすばん

著者名又は
出版社

著者名又は
出版社

著者名又は
出版社

ゲッターズ飯田の
「五星三心占い」新・決定版

ことりっぷ 
日光・那須 栃木・益子

ことりっぷ 
角館・盛岡 平泉・花巻・遠野

ことりっぷ有田・唐津
伊万里・武雄・嬉野
ことりっぷ

香川　小豆島・アートな島々

新・浪人若さま新見左近
⑯鬼狩党始末
日暮左近事件帖
⑱大名強奪

浮世絵宗次日月抄　上
蒼曈の騎士

ポケモンをさがせ！
サン＆ムーン

これだけでOK！仕事に使える
ワードエクセルパワーポイント
２０２４－２０２５最新版

闇医者おゑん秘録帖
残陽の廓

おぷうの
きょうだい
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部
ことりっぷ
編集部

スタンダーズ

7月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

7/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：9：00～12：00

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

7/9（火）

１０：００～１１：３０

11 10下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～7月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～7月イベントのご案内～

お知らせお知らせ

♦里見 哲夫（植物学者）による「遊びと学びの自然教室」＜講　座＞

●日　時：令和６年７月２０日（土）１３：００～（４０分程度）
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要（摺って持ち帰りたい方は、材料費（１００円）をご負担いただきます）

♦大野隆司『私の好きな猫とダジャレと木版画』　版画の彫り、摺りなどの実演、トークショー

・じごくのそうべい・かさこじぞう
●日　時：令和６年７月２０日（土）１４：００～１５：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦上原孝子（てしごとや）読みきかせ『大型はり絵・手づくり絵本』

日々変化する手相から、暮らしのヒント、開運、運勢を占ってみませんか。
●日　時：令和６年７月２１日（日）１０：００～１６：００
●費　用：１，０００円／１０分　※事前のお申込みが必要（空きがあれば当日のお申込みも可）

♦手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～

●出演：国見修二（詩人）近藤征二（画家）西舘好子（日本子守唄協会理事長）
●三味線と瞽女唄：横川恵子
　【プロフィール】
　故　小林ハル（無形文化財）の弟子である竹下玲子の下、平成７年の瞽女唄教室にて瞽女唄を修得する。平成１１年１２月に教室参加者が
　立ち上げた「越後瞽女唄・葛の葉会」メンバーとして現在も活躍している。
●歌とお話：特別ゲスト　松原健之
●日　時：令和６年７月２８日（日）１３：００～１５：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦瞽女(ごぜ)と瞽女唄の会・松永伍一を偲んで歌とお話の会

●日　時：令和６年７月２１日（日）１３：００～１４：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦高橋 美清『尼僧による青空説法』

●日　時：令和６年７月２８日（日）１１：００～１２：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦相川 厚 医師による「生き生き健康教室」～成人病を乗り切ろう!!～＜講　座＞

●日　時：令和６年７月２０日（土）１１：４０～
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦上信電鉄130周年記念イベント『キッズコスプレトレイン』妖精列車出発!!
　イベントに伴い、森の妖精コスプレ審査・表彰式を開催

●日　時：令和６年７月２７日（土）１３：３０～１５：００
●会　場：高崎市文化会館
●費　用：無料　※事前のお申込みが必要

スミセイキッズフォーラム『親子の絆の子守唄』コンサート

●開催期間：令和６年４月２７日（土）から１年間
●開催場所：女性村ねぎぼうず（旧　西牧小学校）下仁田町大字西野牧４６４１－１
●開催日：土・日・祝日（８月１３・１４・１５日）団体で平日希望の場合は事前にご連絡ください。
●開館時間：１０：００～１５：００
●観覧料：無料

女性村ねぎぼうずでは、『走り続けて１３０年～上信電鉄歴史展～』・『絵手紙展』を開催しております。

上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。
※イベントは日程変更になる場合があります。お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認ください。

NPO法人 日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/　【電話受付】火・水・木・金　１０：００～１６：００
NPO法人 日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/　【電話受付】火・水・木・金　１０：００～１６：００

●お問い合わせ・お申込み先

●日　時：令和６年７月２０日（土）１３：００～※懇親会を予定
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要（ぐんま鉱山研究会ご協力）

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

●日　時　７月２１日（日）　１０：００～１２：００
●集　合　下仁田町自然史館
●持ち物・服装　濡れてもいい服・くつ（サンダル不可）、タ
オル、飲み物、着替え（行事終了後自然史館で着替えられます）
●募　集　約２０名
（小学校３年生以下は保護者同伴でお申込みください）
●参加費　５００円
●申し込み〆切　７月１９日（金）まで
※川の状態に応じて中止にする場合があります。
●主催　ジオパーク下仁田協議会　●案内　下仁田自然学校

　７月のジオの日清掃は跡倉く
りっぺのすべり面付近で美化活動
を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もあ
りますので、ぜひご参加ください。

●日　時　７月２０日（土）
　　　　　午前８時００分から
●集　合　下仁田町自然史館
●持ち物　軍手、長靴など作業し
　　　　　やすい服装、帽子
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。
※荒天中止
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「ジオパークで
　下仁田を元気に」

季節を感じる下仁田ジオツアー　第3弾

　下仁田町自然史館では、夏休み期間中、親子を対象にした展示資料を使って石の重さを比べるミニ講
座を行います。夏休みの自由研究にぜひご参加ください。（大人だけでも参加いただけます。）
●日　時　７月２８日（日）／８月１０日（土）午前 10時～ /午後 1時 30分～（各回 1時間程度）
●会　場　下仁田町自然史館
●参加費用　下仁田町自然史館入館料（大人：２００円／高校生以下：１００円）
　　　　　　下仁田町民　無料　

下仁田町自然史館　夏休み企画

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の１推し♥」スタート
下仁田町自然史館収蔵品
「今月の１推し♥」スタート

　下仁田町自然史館には、下仁田周辺の岩
石、化石や全国の研究者から譲り受けた貴重
なコレクションがたくさん収蔵されていま
す。
　普段収蔵庫に眠っている様々な標本を月替
わりに１点ずつ、自然史館玄関のショーケー
スで７月１３日（土）から展示します。
　ぜひお立ち寄りください。　

「清流流れる下仁田で川の生き物観察会」

「子どもジオ・サイエンス　デー」

「７月の１推し♥」「７月の１推し♥」

兜岩層産
コンボウアメバチ
亜科の化石

兜岩層産
コンボウアメバチ
亜科の化石

13 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 1212広
報しもにた



女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～7月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～7月イベントのご案内～

お知らせお知らせ

♦里見 哲夫（植物学者）による「遊びと学びの自然教室」＜講　座＞

●日　時：令和６年７月２０日（土）１３：００～（４０分程度）
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要（摺って持ち帰りたい方は、材料費（１００円）をご負担いただきます）

♦大野隆司『私の好きな猫とダジャレと木版画』　版画の彫り、摺りなどの実演、トークショー

・じごくのそうべい・かさこじぞう
●日　時：令和６年７月２０日（土）１４：００～１５：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦上原孝子（てしごとや）読みきかせ『大型はり絵・手づくり絵本』

日々変化する手相から、暮らしのヒント、開運、運勢を占ってみませんか。
●日　時：令和６年７月２１日（日）１０：００～１６：００
●費　用：１，０００円／１０分　※事前のお申込みが必要（空きがあれば当日のお申込みも可）

♦手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～

●出演：国見修二（詩人）近藤征二（画家）西舘好子（日本子守唄協会理事長）
●三味線と瞽女唄：横川恵子
　【プロフィール】
　故　小林ハル（無形文化財）の弟子である竹下玲子の下、平成７年の瞽女唄教室にて瞽女唄を修得する。平成１１年１２月に教室参加者が
　立ち上げた「越後瞽女唄・葛の葉会」メンバーとして現在も活躍している。
●歌とお話：特別ゲスト　松原健之
●日　時：令和６年７月２８日（日）１３：００～１５：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦瞽女(ごぜ)と瞽女唄の会・松永伍一を偲んで歌とお話の会

●日　時：令和６年７月２１日（日）１３：００～１４：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦高橋 美清『尼僧による青空説法』

●日　時：令和６年７月２８日（日）１１：００～１２：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦相川 厚 医師による「生き生き健康教室」～成人病を乗り切ろう!!～＜講　座＞

●日　時：令和６年７月２０日（土）１１：４０～
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦上信電鉄130周年記念イベント『キッズコスプレトレイン』妖精列車出発!!
　イベントに伴い、森の妖精コスプレ審査・表彰式を開催

●日　時：令和６年７月２７日（土）１３：３０～１５：００
●会　場：高崎市文化会館
●費　用：無料　※事前のお申込みが必要

スミセイキッズフォーラム『親子の絆の子守唄』コンサート

●開催期間：令和６年４月２７日（土）から１年間
●開催場所：女性村ねぎぼうず（旧　西牧小学校）下仁田町大字西野牧４６４１－１
●開催日：土・日・祝日（８月１３・１４・１５日）団体で平日希望の場合は事前にご連絡ください。
●開館時間：１０：００～１５：００
●観覧料：無料

女性村ねぎぼうずでは、『走り続けて１３０年～上信電鉄歴史展～』・『絵手紙展』を開催しております。

上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。
※イベントは日程変更になる場合があります。お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認ください。

NPO法人 日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/　【電話受付】火・水・木・金　１０：００～１６：００
NPO法人 日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/　【電話受付】火・水・木・金　１０：００～１６：００

●お問い合わせ・お申込み先

●日　時：令和６年７月２０日（土）１３：００～※懇親会を予定
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要（ぐんま鉱山研究会ご協力）

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

●日　時　７月２１日（日）　１０：００～１２：００
●集　合　下仁田町自然史館
●持ち物・服装　濡れてもいい服・くつ（サンダル不可）、タ
オル、飲み物、着替え（行事終了後自然史館で着替えられます）
●募　集　約２０名
（小学校３年生以下は保護者同伴でお申込みください）
●参加費　５００円
●申し込み〆切　７月１９日（金）まで
※川の状態に応じて中止にする場合があります。
●主催　ジオパーク下仁田協議会　●案内　下仁田自然学校

　７月のジオの日清掃は跡倉く
りっぺのすべり面付近で美化活動
を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もあ
りますので、ぜひご参加ください。

●日　時　７月２０日（土）
　　　　　午前８時００分から
●集　合　下仁田町自然史館
●持ち物　軍手、長靴など作業し
　　　　　やすい服装、帽子
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。
※荒天中止
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「ジオパークで
　下仁田を元気に」

季節を感じる下仁田ジオツアー　第3弾

　下仁田町自然史館では、夏休み期間中、親子を対象にした展示資料を使って石の重さを比べるミニ講
座を行います。夏休みの自由研究にぜひご参加ください。（大人だけでも参加いただけます。）
●日　時　７月２８日（日）／８月１０日（土）午前 10時～ /午後 1時 30分～（各回 1時間程度）
●会　場　下仁田町自然史館
●参加費用　下仁田町自然史館入館料（大人：２００円／高校生以下：１００円）
　　　　　　下仁田町民　無料　

下仁田町自然史館　夏休み企画

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の１推し♥」スタート
下仁田町自然史館収蔵品
「今月の１推し♥」スタート

　下仁田町自然史館には、下仁田周辺の岩
石、化石や全国の研究者から譲り受けた貴重
なコレクションがたくさん収蔵されていま
す。
　普段収蔵庫に眠っている様々な標本を月替
わりに１点ずつ、自然史館玄関のショーケー
スで７月１３日（土）から展示します。
　ぜひお立ち寄りください。　

「清流流れる下仁田で川の生き物観察会」

「子どもジオ・サイエンス　デー」

「７月の１推し♥」「７月の１推し♥」

兜岩層産
コンボウアメバチ
亜科の化石

兜岩層産
コンボウアメバチ
亜科の化石
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公民館だより公民館だより

す
が

し
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　も

令和6年
第476号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

　この講座は、「ふるさとを愛し、ふるさとを理解し、新たな地域社会・文化の創造をめざして」をテーマに富岡市・下仁田町・南牧村・
甘楽町の４市町村教育委員会が連携し、平成１０年度から実施しています。今年度は、下仁田町本宿出身の黛一子先生を講師に
お迎えし下記のとおり行います。懐かしい故郷下仁田町について、わかりやすく楽しくお話をいただきます。詳細については、８月号
でお知らせしますので、みなさんお誘い合わせの上お出かけください。
●日　時　令和６年９月２日（月）午後１時３０分～　　　　　　　　　　　　●場　所　下仁田町文化ホール
●演　題　ふるさと回想記 － 創作の絵で語る　『下仁田町本宿の歴史と盛衰』
●講師のプロフィール　黛（旧姓：勅使川原）一子先生
１９４３年本宿生まれ。旧西牧小学校、中学校、旧富岡東高等学校を卒業後中央大学文学部へ進学、卒業後日本デザインスクール
にて学ぶ。画家。
●問い合わせ　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

令和６年度かぶら文化講座が開催されます令和６年度かぶら文化講座が開催されます

　夏を思いっきり謳歌する冒険の話、さまざまな入り口から平和を考える話、ものづくりを通して仕事や将来について考えをめぐら
せる作品など、小・中学校の夏休み課題図書全１５冊が入荷しまた。きっと心に残る一冊と出会えるはずです。

第70回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書が入荷しました！第70回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書が入荷しました！

●日　時　令和６年７月２５日（木）午前１１時～１１時４０分
●場　所　下仁田町公民館大会議室
●対象者　幼児・小学生・保護者等
●参加費　無料
●参加申し込み　７月２４日（水）まで
ハンドパフォーマンスやリズム体操も行います。お誘い合わせの上お出かけください。

劇団「ドレミ座」による人形劇鑑賞会のお知らせ劇団「ドレミ座」による人形劇鑑賞会のお知らせ

　夏到来！もう、旅行先はお決まりですか？週末に行く小さな贅
沢！『ことりっぷ』には、小粋なグルメ、ほっこりカフェ、古い町並み
散歩、老舗の逸品等、伝統が息づく各地の素敵な情報が満載で
す。手軽に持てて、癒されるおしゃれでかわいい本、多数入荷し
ましたので、ぜひご利用ください。

図書室掲示板図書室掲示板
旅行小冊子『ことりっぷｃｏ－Ｔｒｉｐ』を手にお出かけしてみませんか？旅行小冊子『ことりっぷｃｏ－Ｔｒｉｐ』を手にお出かけしてみませんか？

　公民館図書室では、月２回、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせ等を開催します。今月は『英語お話会』です。楽しい絵本
がいっぱいの図書室へお子様とご一緒にお気軽にお出かけください。
●期　日　７月１０日・２４日（第２・第４水曜日）
●時　間　午前１０時～（午前の部）　午後３時～（午後の部）　約１０分程度　※開始時間は、あくまでも目安です。午後の部
は、午後４時３０分までの間、ご希望によりお声掛けをいただければ、随時職員が対応します。
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室

英語お話会開催のお知らせ英語お話会開催のお知らせ

小学校低学年の部

アザラシのアニュー

小学校中学年の部

いつかの約束１９４５ ぼくはうそをついた ノクツドウライオウ：靴―往来堂

ごめんねでてこい じゅげむの夏 ドアのむこうの国へのパスポート 希望のひとしずく

おちびさんじゃないよ さよならプラスチックストロー 図書館がくれた宝物

どうやってできるの？チョコレート 聞いて聞いて！：音と耳のはなし 海よ光れ！：３・１１被災者を
励ました学校新聞

アフリカで、バッグの
会社はじめました：
寄り道多め仲本千津の
進んできた道

小学校高学年の部 中学校の部
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【
俳
句
】

■
九
十
九
髪
桜
一
輪
の
せ
帰
り

　
　
　

 

　

    

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
和
美
越
え
て
架
か
る
ト
ン
ネ
ル
葉
の
緑

　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
こ
の
は
ず
く
鳴
い
て
風
穴
夕
な
ず
む

　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
五
月
空
山
の
装
い
変
り
つ
つ
万
花
誇
り
て
心
ゆ
か
し
く

　
　
　
　
　

  

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
薫
風
に
か
た
い
こ
ぶ
し
を
ゆ
る
め
つ
つ
ボ
タ
ン
は
そ
っ
と
雨
に
咲
く
け
り

　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
子
猫
の
背
の
よ
に
ぽ
し
ゃ
ぽ
し
ゃ
春
の
山
夏
も
近
づ
き
恐
竜
と
な
る

　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
雨
多
し
日
の
出
を
待
ち
て
草
を
と
る
梅
の
実
ひ
ろ
い
ゴ
ミ
に
出
す
け
り 

（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
緑
野
に
ひ
と
き
わ
彩
る
山
ぼ
う
し
照
り
つ
け
る
日
の
近
き
を
悟
り

　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
六
年
五
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　陸
軍
中
野
學
校
終
焉
地

　道
風

　小
井
圡
重
雄

干
戈
無
跡
魄
歸
泉

一
宇
精
神
竹
帛
傳

諜
者
養
成
軍
學
舍

唯
看
石
塔
識
終
焉

　陸
軍
中
野
学
校
終
焉
地

干
戈

　跡
無
く

　魄

　泉
に
帰
す

一
宇
の
精
神

　竹
帛
に
伝
う

諜
者

　養
成

　軍
学
の
舎

唯
だ
石
塔
を
看
て

　終
焉
を
識
る
の
み

【
短
歌
】

■
雨
上
が
り
湿
り
気
残
る
山
椒
摘
む

　
　
　新
井

　笑
子

■
白
椿
風
が
寄
り
道
し
て
る
路
地

　
　
　
　今
井

　陽
子

■
青
春
の
色
し
て
そ
よ
ぐ
柿
若
葉

　
　
　
　斉
藤

　悦
子

■
山
里
の
ひ
と
日
染
み
入
る
緑
雨
か
な

　
　佐
藤
志
げ
子

■
浮
雲
の
流
れ
の
速
さ
新
樹
光

　
　
　
　高
田

　ト
ク

■
今
日
の
無
事
リ
ズ
ム
の
清
し
夕
蛙

　
　須
藤

　禮
子

■
サ
ロ
ン
で
の
し
り
と
り
遊
び
桐
の
花

　永
井

　波
江

■
芍
薬
や
少
し
ほ
ぐ
れ
た
わ
だ
か
ま
り

　吉
田

　文
子

■
万
緑
へ
爆
音
飛
ば
す
車
列
か
な

　
　
　工
藤

　初
恵

ち
ゅ
う

か
ん

か

あ
と
な

り
く
ぐ
ん
な
か
の

が
っ
こ
う
し
ゅ
う
え
ん
の
ち

い
ち
う

ち
ょ
う
し
ゃ

た

せ
き
と
う

み

し
ゅ
う
え
ん

し

よ
う
せ
い

ぐ
ん
が
く

し
ゃ

せ
い
し
ん

ち
く
は
く

つ
た

き

た
ま
し
い

い
ず
み

【
語
釈
】
干
戈
＝
戦
争
。
一
宇
＝
八
紘
一
宇
の
こ
と
。

全
世
界
を
一
つ
の
家
と
す
る
こ
と
。
太
平
洋
戦
争
期
、

日
本
の
海
外
進
出
を
正
当
化
す
る
た
め
に
用
い
た
標

語
。
竹
帛
＝
書
物
、
歴
史
書
。
諜
者
＝
ス
パ
イ
。
識

終
焉
＝
富
岡
高
等
学
校
敷
地
内
に
「
陸
軍
中
野
学
校

終
焉
之
地
」
の
碑
が
あ
る
。

【
通
釈
】
戦
争
の
跡
形
は
已
に
無
く
、
戦
死
し
た
人
々

の
魂
は
天
国
に
移
っ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
当
時
、
日

本
軍
は
海
外
進
出
を
進
め
て
い
た
が
、
そ
の
考
え
は
今

で
は
書
物
が
伝
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
秘
密
裏
に
設

置
さ
れ
た
諜
報
工
作
戦
士
の
養
成
学
校
は
、
東
京
大

空
襲
で
富
岡
市
に
疎
開
、
富
岡
高
校
敷
地
内
に
あ
る

「
陸
軍
中
野
学
校
終
焉
之
地
」
の
碑
を
看
て
、
そ
れ
を

識
る
こ
と
が
で
き
る
。

公民館だより公民館だより

す
が

し

つ

　く

　も

令和6年
第476号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

　この講座は、「ふるさとを愛し、ふるさとを理解し、新たな地域社会・文化の創造をめざして」をテーマに富岡市・下仁田町・南牧村・
甘楽町の４市町村教育委員会が連携し、平成１０年度から実施しています。今年度は、下仁田町本宿出身の黛一子先生を講師に
お迎えし下記のとおり行います。懐かしい故郷下仁田町について、わかりやすく楽しくお話をいただきます。詳細については、８月号
でお知らせしますので、みなさんお誘い合わせの上お出かけください。
●日　時　令和６年９月２日（月）午後１時３０分～　　　　　　　　　　　　●場　所　下仁田町文化ホール
●演　題　ふるさと回想記 － 創作の絵で語る　『下仁田町本宿の歴史と盛衰』
●講師のプロフィール　黛（旧姓：勅使川原）一子先生
１９４３年本宿生まれ。旧西牧小学校、中学校、旧富岡東高等学校を卒業後中央大学文学部へ進学、卒業後日本デザインスクール
にて学ぶ。画家。
●問い合わせ　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

令和６年度かぶら文化講座が開催されます令和６年度かぶら文化講座が開催されます

　夏を思いっきり謳歌する冒険の話、さまざまな入り口から平和を考える話、ものづくりを通して仕事や将来について考えをめぐら
せる作品など、小・中学校の夏休み課題図書全１５冊が入荷しまた。きっと心に残る一冊と出会えるはずです。

第70回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書が入荷しました！第70回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書が入荷しました！

●日　時　令和６年７月２５日（木）午前１１時～１１時４０分
●場　所　下仁田町公民館大会議室
●対象者　幼児・小学生・保護者等
●参加費　無料
●参加申し込み　７月２４日（水）まで
ハンドパフォーマンスやリズム体操も行います。お誘い合わせの上お出かけください。

劇団「ドレミ座」による人形劇鑑賞会のお知らせ劇団「ドレミ座」による人形劇鑑賞会のお知らせ

　夏到来！もう、旅行先はお決まりですか？週末に行く小さな贅
沢！『ことりっぷ』には、小粋なグルメ、ほっこりカフェ、古い町並み
散歩、老舗の逸品等、伝統が息づく各地の素敵な情報が満載で
す。手軽に持てて、癒されるおしゃれでかわいい本、多数入荷し
ましたので、ぜひご利用ください。

図書室掲示板図書室掲示板
旅行小冊子『ことりっぷｃｏ－Ｔｒｉｐ』を手にお出かけしてみませんか？旅行小冊子『ことりっぷｃｏ－Ｔｒｉｐ』を手にお出かけしてみませんか？

　公民館図書室では、月２回、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせ等を開催します。今月は『英語お話会』です。楽しい絵本
がいっぱいの図書室へお子様とご一緒にお気軽にお出かけください。
●期　日　７月１０日・２４日（第２・第４水曜日）
●時　間　午前１０時～（午前の部）　午後３時～（午後の部）　約１０分程度　※開始時間は、あくまでも目安です。午後の部
は、午後４時３０分までの間、ご希望によりお声掛けをいただければ、随時職員が対応します。
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室

英語お話会開催のお知らせ英語お話会開催のお知らせ

小学校低学年の部

アザラシのアニュー

小学校中学年の部

いつかの約束１９４５ ぼくはうそをついた ノクツドウライオウ：靴―往来堂

ごめんねでてこい じゅげむの夏 ドアのむこうの国へのパスポート 希望のひとしずく

おちびさんじゃないよ さよならプラスチックストロー 図書館がくれた宝物

どうやってできるの？チョコレート 聞いて聞いて！：音と耳のはなし 海よ光れ！：３・１１被災者を
励ました学校新聞

アフリカで、バッグの
会社はじめました：
寄り道多め仲本千津の
進んできた道

小学校高学年の部 中学校の部
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協
会
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
知
識
を
身
に
着
け
、
被
害
に

あ
わ
な
い
様
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
令
和
６
年
７
月
17
日
（
水
）

13
時
30
分
開
始

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
予
約
　
下
仁
田
町
役
場
　
福
祉
係

民
児
協
事
務
局

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
３
（
直

通
）※
席
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
参
加

も
可
能
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程
　
令
和
６
年
７
月
10
日（
水
）、

８
月
７
日
（
水
）、
９
月
10
日
（
火
）、

10
月
11
日
（
金
）

●
時
間
　
10
時
〜
11
時
（
各
日
１
回
）

　
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
適

切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
ま
で

　
夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、花
火
大

会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、毎
年
皆
様

か
ら
募
金
を
募
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。本
年
度
の
花
火
大
会
が
よ
り
一

層
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
予
定
　役
場
、保
健
セ

ン
タ
ー
、商
工
会
、厚
生
病
院
、Ａ
コ
ー

プ
下
仁
田
店
、道
の
駅
し
も
に
た
、町

内
金
融
機
関
、町
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、Ａ
コ
ー
プ
下
仁
田
店

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

く
は
採
用
後
に
同
資
格
を
取
得
す
る

意
思
の
あ
る
人
。

〇
そ
の
他
　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

及
び
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

条
項
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。

●
受
験
申
込
み

〇
申
込
書
類
は
、
７
月
１
日
（
月
）

か
ら
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。

http://fdto-ka.sakura.ne.jp

〇
受
付
期
間

８
月
１
日
（
木
）
〜
８
月
30
日
（
金
）

〇
受
付
方
法

　
郵
送
の
場
合
は
、
簡
易
書
留
ま
た

は
特
定
記
録
に
て
送
付
を
お
願
い
し
ま

す
。
受
付
期
間
中
の
消
印
が
あ
る
も
の

に
限
り
、
受
け
付
け
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
持
参
す
る
場
合
は
、

受
付
期
間
中
の
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
ご
来

庁
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。）　
　
　

〇
試
験
日
　
第
１
次
試
験
日

10
月
20
日
（
日
）

●
職
場
説
明
会
の
お
知
ら
せ

当
消
防
本
部
で
は
、
採
用
試
験
受
験

者
向
け
に
職
場
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
内
容
　
消
防
職
員
の
仕
事
内
容
、

勤
務
体
制
な
ど
の
説
明
。
質
疑
応
答
。

〇
職
場
説
明
会
受
付
期
間
　
８
月
１

日
（
木
）
〜
８
月
16
日
（
金
）

〇
申
込
方
法
　
富
岡
甘
楽
広
域
消
防

●
問
い
合
わ
せ

こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64
―
8
8
0
5

　
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
で
は
次
の
と
お
り
消
防
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
職
種
・
採
用
予
定
人
数
　
消
防
職

　
若
干
人

●
受
験
採
用
資
格

〇
年
齢
（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

大
学
卒
﹇
大
学
院
含
む
﹈（
卒
業
見
込

み
含
む
）

・
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
22
歳
以
上
30

歳
未
満
）

短
大
卒
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

・
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
20
歳
以
上
30

歳
未
満
）

高
校
卒
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

・
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
18
歳
以
上
30

歳
未
満
）

〇
身
体
　
消
防
職
の
職
務
執
行
上
で

支
障
が
な
い
こ
と
。

〇
居
住
　
採
用
さ
れ
た
場
合
、
富
岡

市
、
下
仁
田
町
、
南
牧
村
及
び
甘
楽

町
に
お
お
む
ね
２
時
間
以
内
に
到
達

で
き
る
場
所
に
居
住
で
き
る
人
。

〇
免
許
等
　
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ

Ｔ
限
定
除
く
）
ま
た
は
大
型
自
動
車

運
転
免
許
を
取
得
済
み
の
人
、
も
し

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、７
月
22
日

（
月
）、
26
日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院  

☎
82
―
３
５
５
５

　
教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
午
後
２
時
50
分
ま
で
に
３
０
２

委
員
会
室
に
お
い
て
受
付
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
開
催
日
　
令
和
６
年
７
月
24
日

●
受
付
時
間
　
午
後
２
時
30
分
〜
２

時
50
分
（
午
後
３
時
教
育
委
員
会
開

始
）

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
３
０
２
委

員
会
室

　
な
お
、
会
議
は
原
則
公
開
で
行
い

ま
す
が
、
審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
そ
の
際

に
は
、
会
場
か
ら
退
出
い
た
だ
き
ま

す
。）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会  

学
校
教
育
係

☎
０
２
７
４
―
67
―
７
６
１
９

●
受
付
期
間
　７
月
30
日
（
火
）
〜

８
月
６
日
（
火
）
８
日
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
（
受
付
開
始
日

９
時
〜
終
了
日
23
時
59
分
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付
（
受
付
期
間
中
の
平
日

９
時
〜
16
時
）

●
受
講
定
数
　
66
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
受
付
機
関
　
一
般
財
団
法
人

日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
０
３
―
６
２
６
３
―
９
９
０
３

℻
０
３
―
６
２
７
４
―
６
９
７
７

（
Ｈ
Ｐ
）https://w

w
w.n-bouka.or.jp/

※
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
方
法
　
日
本
防
火
・
防
災
協

会
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
申

し
込
み
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

は
前
記
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
し
込
み
先
は
、
前
記
協
会

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
へ
。

　
下
仁
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

で
、
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
勉
強
会
を

行
い
ま
す
。
勉
強
会
に
あ
た
り
広
く
住

民
の
方
に
も
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
手

配
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
は
年
々
複

雑
化
・
巧
妙
化
し
て
お
り
、
高
齢
者

に
限
ら
ず
多
く
の
方
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
に
関
す
る

知
識
を
身
に
着
け
、
手
口
や
対
処
法

を
覚
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
当
日
は
、
群
馬
県
警
と
防
犯
設
備

本
部
総
務
課
庶
務
係
（
☎
62
―
４
３

２
６
）
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

〇
説
明
会
実
施
日

８
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
62
―
４
３
２
６
）

　
令
和
６
年
度
防
火
管
理
新
規
講
習

（
甲
種
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
　９
月
18
日
（
水
）、
９
月
19

日
（
木
）（
２
日
間
）

●
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の
知
識
及

び
危
険
物
の
安
全
管
理
等

●
対
象
者

　
資
格
取
得
希
望
者
、
収
容
人
員
が

規
定
以
上
で
防
火
管
理
者
を
選
任
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
所
（
消
防

法
第
８
条
の
対
象
事
業
所
）

●
講
習
費
用
　
８
，
０
０
０
円

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

人
権
相
談

消
防
職
員
の
募
集
と

職
場
説
明
会
を
行
い
ま
す

８
月
１４
日（
水
）

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り

「
花
火
大
会
」募
金
の
お
願
い

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化・

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

に
関
す
る
説
明
会

〜
あ
な
た
の
大
切
な
人
と

　
　
　
　
　
　 

財
産
を
守
る
た
め
〜

防
火
管
理
新
規
講
習
に
つ
い
て

特
殊
詐
欺
防
止 

公
開
勉
強
会

教
育
委
員
会
臨
時
会
の

開
催
に
つ
い
て

●
会
場
　
前
橋
地
方
法
務
局（
本
局
）、

高
崎
支
局
、桐
生
支
局
、伊
勢
崎
支
局
、

太
田
支
局
、
沼
田
支
局
、
富
岡
支
局
、

中
之
条
支
局

●
事
前
予
約
制

　
参
加
先
の
法
務
局
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、前
橋
地
方
法
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
又
は
参
加
先
の
法
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
富
岡
支
局

☎
０
２
７
４
―
62
―
０
４
０
４

●
期
日
　
７
月
７
日
（
日
）

※
雨
天
順
延

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
時
間
　
午
前
９
時
開
会
式

●
参
加
資
格

　
町
内
在
住
、
在
勤
・
在
学
者
、
町

内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
在
籍
者

●
種
目
　
一
般
男
子
・
一
般
女
子
（
い

ず
れ
も
中
学
生
以
上
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長
　

高
橋
　
結

☎
０
９
０
―
４
０
２
９
―
０
２
０
８

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82
―
２
１
１
５

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

17 16下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



協
会
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
知
識
を
身
に
着
け
、
被
害
に

あ
わ
な
い
様
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
令
和
６
年
７
月
17
日
（
水
）

13
時
30
分
開
始

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
予
約
　
下
仁
田
町
役
場
　
福
祉
係

民
児
協
事
務
局

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
３
（
直

通
）※
席
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
参
加

も
可
能
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程
　
令
和
６
年
７
月
10
日（
水
）、

８
月
７
日
（
水
）、
９
月
10
日
（
火
）、

10
月
11
日
（
金
）

●
時
間
　
10
時
〜
11
時
（
各
日
１
回
）

　
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
適

切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
ま
で

　
夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、花
火
大

会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、毎
年
皆
様

か
ら
募
金
を
募
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。本
年
度
の
花
火
大
会
が
よ
り
一

層
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
予
定
　役
場
、保
健
セ

ン
タ
ー
、商
工
会
、厚
生
病
院
、Ａ
コ
ー

プ
下
仁
田
店
、道
の
駅
し
も
に
た
、町

内
金
融
機
関
、町
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、Ａ
コ
ー
プ
下
仁
田
店

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

く
は
採
用
後
に
同
資
格
を
取
得
す
る

意
思
の
あ
る
人
。

〇
そ
の
他
　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

及
び
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

条
項
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。

●
受
験
申
込
み

〇
申
込
書
類
は
、
７
月
１
日
（
月
）

か
ら
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。

http://fdto-ka.sakura.ne.jp

〇
受
付
期
間

８
月
１
日
（
木
）
〜
８
月
30
日
（
金
）

〇
受
付
方
法

　
郵
送
の
場
合
は
、
簡
易
書
留
ま
た

は
特
定
記
録
に
て
送
付
を
お
願
い
し
ま

す
。
受
付
期
間
中
の
消
印
が
あ
る
も
の

に
限
り
、
受
け
付
け
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
持
参
す
る
場
合
は
、

受
付
期
間
中
の
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
ご
来

庁
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。）　
　
　

〇
試
験
日
　
第
１
次
試
験
日

10
月
20
日
（
日
）

●
職
場
説
明
会
の
お
知
ら
せ

当
消
防
本
部
で
は
、
採
用
試
験
受
験

者
向
け
に
職
場
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
内
容
　
消
防
職
員
の
仕
事
内
容
、

勤
務
体
制
な
ど
の
説
明
。
質
疑
応
答
。

〇
職
場
説
明
会
受
付
期
間
　
８
月
１

日
（
木
）
〜
８
月
16
日
（
金
）

〇
申
込
方
法
　
富
岡
甘
楽
広
域
消
防

●
問
い
合
わ
せ

こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64
―
8
8
0
5

　
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
で
は
次
の
と
お
り
消
防
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
職
種
・
採
用
予
定
人
数
　
消
防
職

　
若
干
人

●
受
験
採
用
資
格

〇
年
齢
（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

大
学
卒
﹇
大
学
院
含
む
﹈（
卒
業
見
込

み
含
む
）

・
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
22
歳
以
上
30

歳
未
満
）

短
大
卒
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

・
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
20
歳
以
上
30

歳
未
満
）

高
校
卒
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

・
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
18
歳
以
上
30

歳
未
満
）

〇
身
体
　
消
防
職
の
職
務
執
行
上
で

支
障
が
な
い
こ
と
。

〇
居
住
　
採
用
さ
れ
た
場
合
、
富
岡

市
、
下
仁
田
町
、
南
牧
村
及
び
甘
楽

町
に
お
お
む
ね
２
時
間
以
内
に
到
達

で
き
る
場
所
に
居
住
で
き
る
人
。

〇
免
許
等
　
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ

Ｔ
限
定
除
く
）
ま
た
は
大
型
自
動
車

運
転
免
許
を
取
得
済
み
の
人
、
も
し

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、７
月
22
日

（
月
）、
26
日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院  

☎
82
―
３
５
５
５

　
教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
午
後
２
時
50
分
ま
で
に
３
０
２

委
員
会
室
に
お
い
て
受
付
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
開
催
日
　
令
和
６
年
７
月
24
日

●
受
付
時
間
　
午
後
２
時
30
分
〜
２

時
50
分
（
午
後
３
時
教
育
委
員
会
開

始
）

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
３
０
２
委

員
会
室

　
な
お
、
会
議
は
原
則
公
開
で
行
い

ま
す
が
、
審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
そ
の
際

に
は
、
会
場
か
ら
退
出
い
た
だ
き
ま

す
。）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会  

学
校
教
育
係

☎
０
２
７
４
―
67
―
７
６
１
９

●
受
付
期
間
　７
月
30
日
（
火
）
〜

８
月
６
日
（
火
）
８
日
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
（
受
付
開
始
日

９
時
〜
終
了
日
23
時
59
分
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付
（
受
付
期
間
中
の
平
日

９
時
〜
16
時
）

●
受
講
定
数
　
66
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
受
付
機
関
　
一
般
財
団
法
人

日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
０
３
―
６
２
６
３
―
９
９
０
３

℻
０
３
―
６
２
７
４
―
６
９
７
７

（
Ｈ
Ｐ
）https://w

w
w.n-bouka.or.jp/

※
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
方
法
　
日
本
防
火
・
防
災
協

会
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
申

し
込
み
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

は
前
記
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
し
込
み
先
は
、
前
記
協
会

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
へ
。

　
下
仁
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

で
、
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
勉
強
会
を

行
い
ま
す
。
勉
強
会
に
あ
た
り
広
く
住

民
の
方
に
も
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
手

配
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
は
年
々
複

雑
化
・
巧
妙
化
し
て
お
り
、
高
齢
者

に
限
ら
ず
多
く
の
方
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
に
関
す
る

知
識
を
身
に
着
け
、
手
口
や
対
処
法

を
覚
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
当
日
は
、
群
馬
県
警
と
防
犯
設
備

本
部
総
務
課
庶
務
係
（
☎
62
―
４
３

２
６
）
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

〇
説
明
会
実
施
日

８
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
62
―
４
３
２
６
）

　
令
和
６
年
度
防
火
管
理
新
規
講
習

（
甲
種
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
　９
月
18
日
（
水
）、
９
月
19

日
（
木
）（
２
日
間
）

●
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の
知
識
及

び
危
険
物
の
安
全
管
理
等

●
対
象
者

　
資
格
取
得
希
望
者
、
収
容
人
員
が

規
定
以
上
で
防
火
管
理
者
を
選
任
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
所
（
消
防

法
第
８
条
の
対
象
事
業
所
）

●
講
習
費
用
　
８
，
０
０
０
円

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

人
権
相
談

消
防
職
員
の
募
集
と

職
場
説
明
会
を
行
い
ま
す

８
月
１４
日（
水
）

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り

「
花
火
大
会
」募
金
の
お
願
い

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化・

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

に
関
す
る
説
明
会

〜
あ
な
た
の
大
切
な
人
と

　
　
　
　
　
　 

財
産
を
守
る
た
め
〜

防
火
管
理
新
規
講
習
に
つ
い
て

特
殊
詐
欺
防
止 
公
開
勉
強
会

教
育
委
員
会
臨
時
会
の

開
催
に
つ
い
て

●
会
場
　
前
橋
地
方
法
務
局（
本
局
）、

高
崎
支
局
、桐
生
支
局
、伊
勢
崎
支
局
、

太
田
支
局
、
沼
田
支
局
、
富
岡
支
局
、

中
之
条
支
局

●
事
前
予
約
制

　
参
加
先
の
法
務
局
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、前
橋
地
方
法
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
又
は
参
加
先
の
法
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
富
岡
支
局

☎
０
２
７
４
―
62
―
０
４
０
４

●
期
日
　
７
月
７
日
（
日
）

※
雨
天
順
延

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
時
間
　
午
前
９
時
開
会
式

●
参
加
資
格

　
町
内
在
住
、
在
勤
・
在
学
者
、
町

内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
在
籍
者

●
種
目
　
一
般
男
子
・
一
般
女
子
（
い

ず
れ
も
中
学
生
以
上
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長
　

高
橋
　
結

☎
０
９
０
―
４
０
２
９
―
０
２
０
８

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82
―
２
１
１
５

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

17 16下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
64―

８
８
１
１

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82―

３
１
７
９

　
近
年
上
信
電
鉄
で
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
に
入
り
、
下

仁
田
町
内
に
お
い
て
、
踏
切
の
な
い

場
所
を
横
断
し
よ
う
と
線
路
に
侵
入

し
、
線
路
脇
に
倒
れ
、
電
車
を
停
車

さ
せ
て
し
ま
う
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。
幸
い
事
故
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
侵
入
者
だ
け
で
な
く
鉄
道
旅
客

や
乗
員
の
命
を
も
危
機
に
さ
ら
す
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
踏
切
以
外

で
の
線
路
（
鉄
道
用
地
）
へ
の
侵
入

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
横

断
・
侵
入
は
と
て
も
危
険
で
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
踏

切
を
渡
る
際
も
左
右
に
十
分
注
意

し
、
警
報
が
鳴
り
遮
断
機
が
下
り
て

い
る
時
は
強
引
に
渡
る
な
ど
の
危
険

な
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

23
日
（
水
）
ま
で
の
延
べ
15
日
間

毎
週
２
回
（
水
・
金
）

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場

富
岡
市
勤
労
者
会
館
（
富
岡
市
富
岡

３
７
９
番
地
）

●
講
義
内
容

簿
記
会
計
26
時
間
（
日
商
簿
記
３
級

程
度
）
・
租
税
教
室
２
時
間

●
講
師

一
般
社
団
法
人
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

●
受
講
料

１
０
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・

税
込
み
）

●
募
集
人
員

50
名
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
等

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の

で
、
８
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
富
岡

商
工
会
議
所
（
富
岡
市
富
岡
１
１
２

１―

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
４―

62―

４
１
５
１

　
７
月
11
日
（
木
）
〜
７
月
20
日

（
土
）
は
、
夏
の
県
民
交
通
安
全
運

動
期
間
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
重
点

・
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止・
自
転
車
等
の
交
通
安
全
意
識
の
向

上
と
交
通
事
故
防
止

地
元
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
程
　

令
和
６
年
７
月
30
日
（
火
）

●
会
場

道
平
川
ダ
ム
（
下
仁
田
町
南
野
牧
）

●
内
容

ダ
ム
内
部
の
見
学
等

●
時
間

午
前
の
部
10
時
30
分
開
始
（
予
定
）

午
後
の
部
１
時
30
分
開
始
（
予
定
）

●
定
員

各
10
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

●
費
用
　
無
料

●
申
込
期
限

令
和
６
年
７
月
10
日
（
水
）

●
申
込
方
法

Ｅ
メ
ー
ル
の
み

tom
iokado@

pref.gunm
a.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
土
木
事
務
所
ダ
ム
管
理
係

（
☎
０
２
７
４―

63―

２
２
５
５
）

　
３
級
簿
記
検
定
を
目
指
す
方
・
法

人
事
業
所
で
簿
記
を
詳
し
く
勉
強
し

た
い
方
な
ど
、
受
講
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
６
年
９
月
４
日
（
水
）
〜
10
月

　
収
集
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に
地

域
の
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
ま
し
ょ
う
。
時
間
を
過
ぎ
る
と
収
集

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
き
ち
ん
と
分
別
し
、

袋
の
口
を
縛
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資
源
物

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
資

源
ゴ
ミ
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

は
、
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
資
源
ゴ
ミ
（
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー
ル
・

チ
ラ
シ
・
新
聞
紙
・
雑
誌
）
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
す
の
で
、
分
別
し
て
紐
で

10
㎏
以
内
で
し
ば
り
、
ラ
ベ
ル
を
付
け

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル…

キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
、

中
を
軽
く
水
洗
い
す
る
。
ラ
ベ
ル
や

テ
ー
プ
を
は
が
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
ビ
ン…

キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
、
中
を
軽

く
水
洗
い
す
る
。
ラ
ベ
ル
は
は
が
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。（
毒
物
等
の
ビ
ン
か

区
別
す
る
た
め
）

●
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入
（
持
ち
込
み
）
は
、

決
め
ら
れ
た
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。
な
お
、
祝

祭
日
は
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
家
電
製
品
や
大
型
家
具
類
は
で
き

る
限
り
、
買
い
替
え
時
に
販
売
店
等
に

引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て

線
路
内
侵
入
の
禁
止
に
つ
い
て

『
道
平
川
ダ
ム
施
設
見
学
会
』

参
加
者
募
集

初
級
者
の
た
め
の
３
級
簿
記

講
座
受
講
者
の
ご
案
内

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

里
見
哲
夫

郷
土
を
造
っ
た
鏑
川

郷
土
を
造
っ
た
鏑
川

　
下
仁
田
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
て

い
る
の
が
鏑
川
で
す
。
そ
の
両
側
は

山
と
な
っ
て
、
河
岸
の
両
側
は
狭
隘

の
土
地
で
生
活
の
基
盤
と
な
る
家
屋

と
耕
作
地
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
に
よ
っ
て
は
山
の
中
腹
ま
で
の

地
も
み
ら
れ
ま
す
。
町
の
中
心
地
は

住
宅
や
商
家
が
軒
を
連
ね
て
お
り
ま

す
。

　
昔
は
鏑
川
で
は
な
く
て
主
流
と
な

る
川
は
西
牧
川
、
小
坂
川
、
南
牧
川

な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
昭
和
の

中
頃
以
後
に
な
っ
て
か
ら
物
見
山
、

矢
川
峠
等
を
源
と
す
る
川
を
鏑
川
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
距

離
は
58
・
８
㎞
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
鏑
川
は
青
岩
で
南
牧
川
と
合
流
を

し
て
い
ま
す
。
最
も
古
い
河
岸
は
歴

史
館
の
下
の
岩
場
か
ら
上
信
電
鉄
の

ト
ン
ネ
ル
に
至
る
北
か
ら
東
に
か
け

て
の
一
帯
に
見
ら
れ
る
岩
場
が
河
岸

の
跡
で
す
。
幾
千
万
年
の
歳
月
を
経

て
現
在
の
町
は
誕
生
を
み
ま
し
た
。

そ
の
証
拠
に
は
、
は
ね
越
し
峡
の
上

部
に
あ
る
空
き
家
（
食
堂
）
裏
の
岩

場
に
は
、
大
き
な
「
お
う
穴
（
ポ
ッ

ト
ホ
ー
ル
）
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
川
が
造
っ
た
大
き
な
穴
で

す
。
現
在
の
流
れ
は
そ
れ
よ
り
も
約

８
ｍ
も
下
を
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

お
う
穴
の
大
き
さ
は
日
本
一
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
郷
土
を
造
っ
た
鏑
川
に
つ
い
て

は
、
元
南
牧
村
教
育
長
小
須
田
　
薫

氏
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
北
上
　
健
）
の
詩

碑
が
吉
崎
公
園
の
忠
霊
塔
・
忠
魂
碑

に
向
か
っ
て
右
側
に
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
広
報
し
も
に
た
２
０
２
２
年

６
月
号
の
「
吉
崎
公
園
の
文
学
碑
」

で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
再
掲
し
ま

す
。
以
下
の
よ
う
な
詩
碑
で
す
。

北
上
　
健
の
詩
碑

　
　
青

　岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　北

　上

　健

鏑
の
川
は
ぎ
り
ぎ
り
の
線
で
描
か
れ
る

山
塊
を
写
し

　谷
間
を
縫
っ
て

流
れ
て
止
ま
な
い

　悠
久
を
刻
む

な
が
れ
は
石
の

　砦
を
築
き

絶
え
ざ
る
愛
を
さ
さ
や
き

　過
去
と

未
来
の
接
点
を

　示
し
て

君

　ぼ
く
の
生
活
を

　起
生
さ
せ
た

い
つ
ま
で
も

　ゆ
る
ぎ
の
な
い

流
れ
の
中
の

　青
い
岩

　
素
晴
ら
し
い
詩
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
下
仁
田
に
人
が
住
み
着
き
現

在
に
至
る
情
景
を
詩
に
託
し
た
も
の

で
す
。
さ
す
が
小
須
田
先
生
が
残
し

て
下
さ
い
ま
し
た
立
派
な
詩
碑
で
、

そ
の
意
味
も
よ
く
理
解
し
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
小
須
田
教
育
長

さ
ん
に
は
私
も
月
形
中
学
校
時
代
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

新
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
年
が
校
舎

建
設
で
も
あ
り
ま
し
た
。
新
校
舎
が

落
成
を
み
ま
し
て
間
も
な
く
下
仁
田

西
中
学
校
に
転
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
吉
崎
公
園
の
地
は

由
緒
あ
る
鷹
ノ
巣
城
跡
で
、
そ
の
一

角
に
幼
稚
園
や
保
育
園
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
な
に
よ
り
の
思
い
出
は
当

時
群
馬
大
学
教
授
の
野
村
　
哲
先
生

よ
り
、
下
仁
田
の
豊
か
な
自
然
を
学

ぶ
場
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
何
処
か
に
空
き
教
室

が
欲
し
い
と
の
要
請
で
し
た
。
私
も

当
時
の
学
習
指
導
内
容
か
ら
し
て
大

賛
成
で
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
良
い

機
会
と
思
い
是
非
と
も
誘
致
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
種
々
と
探
索

し
ま
し
た
結
果
、
下
仁
田
幼
稚
園
跡

が
浮
上
し
ま
し
た
。
町
長
と
も
協
議

の
結
果
、
了
解
を
頂
き
野
村
先
生
に

も
お
話
し
た
と
こ
ろ
。
下
仁
田
町
自

然
史
館
・
そ
の
中
に
自
然
学
校
を
お

く
こ
と
の
決
定
を
見
ま
し
た
。
此
処

で
の
活
動
も
進
み
、
文
献
等
の
寄
贈

も
多
く
収
納
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
早
速
、
県
教
育
委
員
会
に
出
か

け
ま
し
て
予
算
の
依
頼
を
し
ま
し
た

が
不
調
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

折
、
宝
く
じ
協
会
と
の
話
が
出
ま
し

た
。
早
速
、
同
協
会
に
お
願
い
に
伺

て
下
さ
い
ま
し
た
立
派
な
詩
碑
で
、

そ
の
意
味
も
よ
く
理
解
し
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
小
須
田
教
育
長

さ
ん
に
は
私
も
月
形
中
学
校
時
代
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

新
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
年
が
校
舎

建
設
で
も
あ
り
ま
し
た
。
新
校
舎
が

落
成
を
み
ま
し
て
間
も
な
く
下
仁
田

西
中
学
校
に
転
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
吉
崎
公
園
の
地
は

由
緒
あ
る
鷹
ノ
巣
城
跡
で
、
そ
の
一

角
に
幼
稚
園
や
保
育
園
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
な
に
よ
り
の
思
い
出
は
当

時
群
馬
大
学
教
授
の
野
村
　
哲
先
生

よ
り
、
下
仁
田
の
豊
か
な
自
然
を
学

ぶ
場
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
何
処
か
に
空
き
教
室

が
欲
し
い
と
の
要
請
で
し
た
。
私
も

当
時
の
学
習
指
導
内
容
か
ら
し
て
大

賛
成
で
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
良
い

機
会
と
思
い
是
非
と
も
誘
致
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
種
々
と
探
索

し
ま
し
た
結
果
、
下
仁
田
幼
稚
園
跡

が
浮
上
し
ま
し
た
。
町
長
と
も
協
議

の
結
果
、
了
解
を
頂
き
野
村
先
生
に

も
お
話
し
た
と
こ
ろ
。
下
仁
田
町
自

然
史
館
・
そ
の
中
に
自
然
学
校
を
お

く
こ
と
の
決
定
を
見
ま
し
た
。
此
処

で
の
活
動
も
進
み
、
文
献
等
の
寄
贈

も
多
く
収
納
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
早
速
、
県
教
育
委
員
会
に
出
か

け
ま
し
て
予
算
の
依
頼
を
し
ま
し
た

が
不
調
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

折
、
宝
く
じ
協
会
と
の
話
が
出
ま
し

た
。
早
速
、
同
協
会
に
お
願
い
に
伺

い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
責
任
者
が
種
々

と
元
県
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
人

で
し
た
。
運
よ
く
２
５
０
万
円
の
可

動
式
書
庫
を
戴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
書
庫
を
設
置
し
て
間
も
な
く
青
倉

小
学
校
が
廃
校
（
平
成
21
年
３
月
）

と
な
り
ま
し
た
。
自
然
学
校
も
い
よ

い
よ
活
発
な
運
営
が
進
み
ま
し
た
。

野
村
先
生
と
共
に
苦
労
し
た
思
い
出

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
と
な
り
ま

す
と
共
々
苦
労
し
た
当
時
の
事
な
ど

知
る
人
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
出

来
得
れ
ば
原
点
を
知
っ
て
以
後
益
々

発
展
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
状
況

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
野
村
先

生
に
当
時
の
思
い
を
是
非
講
演
し
て

戴
く
機
会
を
設
け
て
欲
し
い
と
願
う

者
で
す
。

　
ま
た
、
北
上
　
健
さ
ん
の
文
学
碑

も
町
民
の
皆
さ
ん
が
是
非
と
も
知
っ

て
お
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
郷
土
を
造
っ
た
鏑
川
を
心
に
思
い

つ
つ
。

い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
責
任
者
が
種
々

と
元
県
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
人

で
し
た
。
運
よ
く
２
５
０
万
円
の
可

動
式
書
庫
を
戴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
書
庫
を
設
置
し
て
間
も
な
く
青
倉

小
学
校
が
廃
校
（
平
成
21
年
３
月
）

と
な
り
ま
し
た
。
自
然
学
校
も
い
よ

い
よ
活
発
な
運
営
が
進
み
ま
し
た
。

野
村
先
生
と
共
に
苦
労
し
た
思
い
出

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
と
な
り
ま

す
と
共
々
苦
労
し
た
当
時
の
事
な
ど

知
る
人
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
出

来
得
れ
ば
原
点
を
知
っ
て
以
後
益
々

発
展
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
状
況

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
野
村
先

生
に
当
時
の
思
い
を
是
非
講
演
し
て

戴
く
機
会
を
設
け
て
欲
し
い
と
願
う

者
で
す
。

　
ま
た
、
北
上
　
健
さ
ん
の
文
学
碑

も
町
民
の
皆
さ
ん
が
是
非
と
も
知
っ

て
お
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
郷
土
を
造
っ
た
鏑
川
を
心
に
思
い

つ
つ
。

き
ょ
う
あ
い
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●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
64―

８
８
１
１

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82―

３
１
７
９

　
近
年
上
信
電
鉄
で
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
に
入
り
、
下

仁
田
町
内
に
お
い
て
、
踏
切
の
な
い

場
所
を
横
断
し
よ
う
と
線
路
に
侵
入

し
、
線
路
脇
に
倒
れ
、
電
車
を
停
車

さ
せ
て
し
ま
う
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。
幸
い
事
故
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
侵
入
者
だ
け
で
な
く
鉄
道
旅
客

や
乗
員
の
命
を
も
危
機
に
さ
ら
す
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
踏
切
以
外

で
の
線
路
（
鉄
道
用
地
）
へ
の
侵
入

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
横

断
・
侵
入
は
と
て
も
危
険
で
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
踏

切
を
渡
る
際
も
左
右
に
十
分
注
意

し
、
警
報
が
鳴
り
遮
断
機
が
下
り
て

い
る
時
は
強
引
に
渡
る
な
ど
の
危
険

な
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

23
日
（
水
）
ま
で
の
延
べ
15
日
間

毎
週
２
回
（
水
・
金
）

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場

富
岡
市
勤
労
者
会
館
（
富
岡
市
富
岡

３
７
９
番
地
）

●
講
義
内
容

簿
記
会
計
26
時
間
（
日
商
簿
記
３
級

程
度
）
・
租
税
教
室
２
時
間

●
講
師

一
般
社
団
法
人
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

●
受
講
料

１
０
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・

税
込
み
）

●
募
集
人
員

50
名
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
等

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の

で
、
８
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
富
岡

商
工
会
議
所
（
富
岡
市
富
岡
１
１
２

１―

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
４―

62―

４
１
５
１

　
７
月
11
日
（
木
）
〜
７
月
20
日

（
土
）
は
、
夏
の
県
民
交
通
安
全
運

動
期
間
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
重
点

・
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止・
自
転
車
等
の
交
通
安
全
意
識
の
向

上
と
交
通
事
故
防
止

地
元
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
程
　

令
和
６
年
７
月
30
日
（
火
）

●
会
場

道
平
川
ダ
ム
（
下
仁
田
町
南
野
牧
）

●
内
容

ダ
ム
内
部
の
見
学
等

●
時
間

午
前
の
部
10
時
30
分
開
始
（
予
定
）

午
後
の
部
１
時
30
分
開
始
（
予
定
）

●
定
員

各
10
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

●
費
用
　
無
料

●
申
込
期
限

令
和
６
年
７
月
10
日
（
水
）

●
申
込
方
法

Ｅ
メ
ー
ル
の
み

tom
iokado@

pref.gunm
a.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
土
木
事
務
所
ダ
ム
管
理
係

（
☎
０
２
７
４―

63―

２
２
５
５
）

　
３
級
簿
記
検
定
を
目
指
す
方
・
法

人
事
業
所
で
簿
記
を
詳
し
く
勉
強
し

た
い
方
な
ど
、
受
講
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
６
年
９
月
４
日
（
水
）
〜
10
月

　
収
集
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に
地

域
の
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
ま
し
ょ
う
。
時
間
を
過
ぎ
る
と
収
集

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
き
ち
ん
と
分
別
し
、

袋
の
口
を
縛
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資
源
物

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
資

源
ゴ
ミ
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

は
、
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
資
源
ゴ
ミ
（
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー
ル
・

チ
ラ
シ
・
新
聞
紙
・
雑
誌
）
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
す
の
で
、
分
別
し
て
紐
で

10
㎏
以
内
で
し
ば
り
、
ラ
ベ
ル
を
付
け

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル…

キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
、

中
を
軽
く
水
洗
い
す
る
。
ラ
ベ
ル
や

テ
ー
プ
を
は
が
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
ビ
ン…

キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
、
中
を
軽

く
水
洗
い
す
る
。
ラ
ベ
ル
は
は
が
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。（
毒
物
等
の
ビ
ン
か

区
別
す
る
た
め
）

●
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入
（
持
ち
込
み
）
は
、

決
め
ら
れ
た
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。
な
お
、
祝

祭
日
は
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
家
電
製
品
や
大
型
家
具
類
は
で
き

る
限
り
、
買
い
替
え
時
に
販
売
店
等
に

引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て

線
路
内
侵
入
の
禁
止
に
つ
い
て

『
道
平
川
ダ
ム
施
設
見
学
会
』

参
加
者
募
集

初
級
者
の
た
め
の
３
級
簿
記

講
座
受
講
者
の
ご
案
内

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

里
見
哲
夫

郷
土
を
造
っ
た
鏑
川

郷
土
を
造
っ
た
鏑
川

　
下
仁
田
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
て

い
る
の
が
鏑
川
で
す
。
そ
の
両
側
は

山
と
な
っ
て
、
河
岸
の
両
側
は
狭
隘

の
土
地
で
生
活
の
基
盤
と
な
る
家
屋

と
耕
作
地
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
に
よ
っ
て
は
山
の
中
腹
ま
で
の

地
も
み
ら
れ
ま
す
。
町
の
中
心
地
は

住
宅
や
商
家
が
軒
を
連
ね
て
お
り
ま

す
。

　
昔
は
鏑
川
で
は
な
く
て
主
流
と
な

る
川
は
西
牧
川
、
小
坂
川
、
南
牧
川

な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
昭
和
の

中
頃
以
後
に
な
っ
て
か
ら
物
見
山
、

矢
川
峠
等
を
源
と
す
る
川
を
鏑
川
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
距

離
は
58
・
８
㎞
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
鏑
川
は
青
岩
で
南
牧
川
と
合
流
を

し
て
い
ま
す
。
最
も
古
い
河
岸
は
歴

史
館
の
下
の
岩
場
か
ら
上
信
電
鉄
の

ト
ン
ネ
ル
に
至
る
北
か
ら
東
に
か
け

て
の
一
帯
に
見
ら
れ
る
岩
場
が
河
岸

の
跡
で
す
。
幾
千
万
年
の
歳
月
を
経

て
現
在
の
町
は
誕
生
を
み
ま
し
た
。

そ
の
証
拠
に
は
、
は
ね
越
し
峡
の
上

部
に
あ
る
空
き
家
（
食
堂
）
裏
の
岩

場
に
は
、
大
き
な
「
お
う
穴
（
ポ
ッ

ト
ホ
ー
ル
）
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
川
が
造
っ
た
大
き
な
穴
で

す
。
現
在
の
流
れ
は
そ
れ
よ
り
も
約

８
ｍ
も
下
を
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

お
う
穴
の
大
き
さ
は
日
本
一
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
郷
土
を
造
っ
た
鏑
川
に
つ
い
て

は
、
元
南
牧
村
教
育
長
小
須
田
　
薫

氏
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
北
上
　
健
）
の
詩

碑
が
吉
崎
公
園
の
忠
霊
塔
・
忠
魂
碑

に
向
か
っ
て
右
側
に
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
広
報
し
も
に
た
２
０
２
２
年

６
月
号
の
「
吉
崎
公
園
の
文
学
碑
」

で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
再
掲
し
ま

す
。
以
下
の
よ
う
な
詩
碑
で
す
。

北
上
　
健
の
詩
碑

　
　
青

　岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　北

　上

　健

鏑
の
川
は
ぎ
り
ぎ
り
の
線
で
描
か
れ
る

山
塊
を
写
し

　谷
間
を
縫
っ
て

流
れ
て
止
ま
な
い

　悠
久
を
刻
む

な
が
れ
は
石
の

　砦
を
築
き

絶
え
ざ
る
愛
を
さ
さ
や
き

　過
去
と

未
来
の
接
点
を

　示
し
て

君

　ぼ
く
の
生
活
を

　起
生
さ
せ
た

い
つ
ま
で
も

　ゆ
る
ぎ
の
な
い

流
れ
の
中
の

　青
い
岩

　
素
晴
ら
し
い
詩
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
下
仁
田
に
人
が
住
み
着
き
現

在
に
至
る
情
景
を
詩
に
託
し
た
も
の

で
す
。
さ
す
が
小
須
田
先
生
が
残
し

て
下
さ
い
ま
し
た
立
派
な
詩
碑
で
、

そ
の
意
味
も
よ
く
理
解
し
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
小
須
田
教
育
長

さ
ん
に
は
私
も
月
形
中
学
校
時
代
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

新
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
年
が
校
舎

建
設
で
も
あ
り
ま
し
た
。
新
校
舎
が

落
成
を
み
ま
し
て
間
も
な
く
下
仁
田

西
中
学
校
に
転
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
吉
崎
公
園
の
地
は

由
緒
あ
る
鷹
ノ
巣
城
跡
で
、
そ
の
一

角
に
幼
稚
園
や
保
育
園
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
な
に
よ
り
の
思
い
出
は
当

時
群
馬
大
学
教
授
の
野
村
　
哲
先
生

よ
り
、
下
仁
田
の
豊
か
な
自
然
を
学

ぶ
場
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
何
処
か
に
空
き
教
室

が
欲
し
い
と
の
要
請
で
し
た
。
私
も

当
時
の
学
習
指
導
内
容
か
ら
し
て
大

賛
成
で
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
良
い

機
会
と
思
い
是
非
と
も
誘
致
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
種
々
と
探
索

し
ま
し
た
結
果
、
下
仁
田
幼
稚
園
跡

が
浮
上
し
ま
し
た
。
町
長
と
も
協
議

の
結
果
、
了
解
を
頂
き
野
村
先
生
に

も
お
話
し
た
と
こ
ろ
。
下
仁
田
町
自

然
史
館
・
そ
の
中
に
自
然
学
校
を
お

く
こ
と
の
決
定
を
見
ま
し
た
。
此
処

で
の
活
動
も
進
み
、
文
献
等
の
寄
贈

も
多
く
収
納
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
早
速
、
県
教
育
委
員
会
に
出
か

け
ま
し
て
予
算
の
依
頼
を
し
ま
し
た

が
不
調
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

折
、
宝
く
じ
協
会
と
の
話
が
出
ま
し

た
。
早
速
、
同
協
会
に
お
願
い
に
伺

て
下
さ
い
ま
し
た
立
派
な
詩
碑
で
、

そ
の
意
味
も
よ
く
理
解
し
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
小
須
田
教
育
長

さ
ん
に
は
私
も
月
形
中
学
校
時
代
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

新
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
年
が
校
舎

建
設
で
も
あ
り
ま
し
た
。
新
校
舎
が

落
成
を
み
ま
し
て
間
も
な
く
下
仁
田

西
中
学
校
に
転
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
吉
崎
公
園
の
地
は

由
緒
あ
る
鷹
ノ
巣
城
跡
で
、
そ
の
一

角
に
幼
稚
園
や
保
育
園
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
な
に
よ
り
の
思
い
出
は
当

時
群
馬
大
学
教
授
の
野
村
　
哲
先
生

よ
り
、
下
仁
田
の
豊
か
な
自
然
を
学

ぶ
場
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
何
処
か
に
空
き
教
室

が
欲
し
い
と
の
要
請
で
し
た
。
私
も

当
時
の
学
習
指
導
内
容
か
ら
し
て
大

賛
成
で
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
良
い

機
会
と
思
い
是
非
と
も
誘
致
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
種
々
と
探
索

し
ま
し
た
結
果
、
下
仁
田
幼
稚
園
跡

が
浮
上
し
ま
し
た
。
町
長
と
も
協
議

の
結
果
、
了
解
を
頂
き
野
村
先
生
に

も
お
話
し
た
と
こ
ろ
。
下
仁
田
町
自

然
史
館
・
そ
の
中
に
自
然
学
校
を
お

く
こ
と
の
決
定
を
見
ま
し
た
。
此
処

で
の
活
動
も
進
み
、
文
献
等
の
寄
贈

も
多
く
収
納
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
早
速
、
県
教
育
委
員
会
に
出
か

け
ま
し
て
予
算
の
依
頼
を
し
ま
し
た

が
不
調
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

折
、
宝
く
じ
協
会
と
の
話
が
出
ま
し

た
。
早
速
、
同
協
会
に
お
願
い
に
伺

い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
責
任
者
が
種
々

と
元
県
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
人

で
し
た
。
運
よ
く
２
５
０
万
円
の
可

動
式
書
庫
を
戴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
書
庫
を
設
置
し
て
間
も
な
く
青
倉

小
学
校
が
廃
校
（
平
成
21
年
３
月
）

と
な
り
ま
し
た
。
自
然
学
校
も
い
よ

い
よ
活
発
な
運
営
が
進
み
ま
し
た
。

野
村
先
生
と
共
に
苦
労
し
た
思
い
出

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
と
な
り
ま

す
と
共
々
苦
労
し
た
当
時
の
事
な
ど

知
る
人
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
出

来
得
れ
ば
原
点
を
知
っ
て
以
後
益
々

発
展
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
状
況

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
野
村
先

生
に
当
時
の
思
い
を
是
非
講
演
し
て

戴
く
機
会
を
設
け
て
欲
し
い
と
願
う

者
で
す
。

　
ま
た
、
北
上
　
健
さ
ん
の
文
学
碑

も
町
民
の
皆
さ
ん
が
是
非
と
も
知
っ

て
お
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
郷
土
を
造
っ
た
鏑
川
を
心
に
思
い

つ
つ
。

い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
責
任
者
が
種
々

と
元
県
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
人

で
し
た
。
運
よ
く
２
５
０
万
円
の
可

動
式
書
庫
を
戴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
書
庫
を
設
置
し
て
間
も
な
く
青
倉

小
学
校
が
廃
校
（
平
成
21
年
３
月
）

と
な
り
ま
し
た
。
自
然
学
校
も
い
よ

い
よ
活
発
な
運
営
が
進
み
ま
し
た
。

野
村
先
生
と
共
に
苦
労
し
た
思
い
出

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
と
な
り
ま

す
と
共
々
苦
労
し
た
当
時
の
事
な
ど

知
る
人
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
出

来
得
れ
ば
原
点
を
知
っ
て
以
後
益
々

発
展
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
状
況

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
野
村
先

生
に
当
時
の
思
い
を
是
非
講
演
し
て

戴
く
機
会
を
設
け
て
欲
し
い
と
願
う

者
で
す
。

　
ま
た
、
北
上
　
健
さ
ん
の
文
学
碑

も
町
民
の
皆
さ
ん
が
是
非
と
も
知
っ

て
お
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
郷
土
を
造
っ
た
鏑
川
を
心
に
思
い

つ
つ
。

き
ょ
う
あ
い
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5
月
26
日
、原
水
爆
禁
止
国
民
平
和

大
行
進
が
下
仁
田
町
役
場
か
ら
富
岡

市
役
所
ま
で
行
わ
れ
、町
長
・
議
長
・
教

育
長
が
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
行
進
は
、地
球
の
未
来
を
受
け

継
ぐ
子
ど
も
た
ち
を
二
度
と
戦
争
に

送
ら
な
い
た
め
に
、平
和
・
民
主
憲
法
の

精
神
実
現
を
目
指
し
、毎
年
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

上
信
電
鉄
が
片
道
無
料
に
な
り
ま
す

　
下
仁
田
町
で
は
、結
婚
を
真
剣
に
考

え
る
皆
様
が
出
会
い
を
見
つ
け
、新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
お
手
伝
い
を
す
る

た
め
、無
料
で
結
婚
相
談
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
結
婚
を
希
望
し
て
い
る
方
、独
身
の

お
子
様
を
持
つ
親
御
様
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

●
日
程
　
毎
月
　
第
三
土
曜
日

　
Ｒ
６
年
７
月
〜
Ｒ
７
年
３
月
ま
で

●
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た（
防
災
交

　
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
小
会
議
室
）

結
婚
相
談
に
つ
い
て（
無
料
）

●
予
約
制

　
①
10
時
〜

　
②
11
時
30
分
〜

　
③
13
時
30
分
〜

　
④
15
時
〜

●
予
約
連
絡
先

　
婚
活
支
援
委
託

　
プ
リ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
　
金
井

　
☎
０
８
０
―
２
０
７
７
―
５
９
６
０

　（
電
話
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
可
）

　
※
平
日
希
望
の
方
は
別
途
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
課
福
祉
係

　
5
月
30
日（
木
）、
天
神
平
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場（
南
野
牧
）に
お
い
て
、
健

康
増
進
の
一
環
と
し
て
国
保
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
参
加
者
　
75
名

第
25
回
国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

　
昨
年
実
施
し
た「
上
信
電
鉄
で
Ｇ
Ｏ

Ｇ
Ｏ
‼
下
仁
田
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
つ
い

て
、ご
好
評
に
つ
き
今
年
も
実
施
し
ま

す
。お
出
か
け
の
際
は
、ぜ
ひ
上
信
電
鉄

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
事
業
内
容

　
町
内
で
の
５
０
０
円
以
上
の
お
買
い

物
な
ど
で
、下
仁
田
駅
か
ら
の
片
道
乗

車
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

●
実
施
期
間

　
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
８
月
31
日
ま
で

※
予
算
の
執
行
状
況
よ
っ
て
は
、期
間

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
利
用
方
法

①
町
内
で
５
０
０
円
以
上（
複
数
合
算

可
）の
お
買
い
物
な
ど
を
し
て
、レ
シ
ー

ト（
領
収
書
）を
受
け
取
る
。

②
下
仁
田
駅
で
レ
シ
ー
ト（
当
日
発
行

の
み
有
効
）を
提
示
し
、利
用
申
請
書

を
提
出
す
る
。

③
５
０
０
円
ご
と
に
１
名
分
の「
特
別

片
道
乗
車
証
」が
交
付
さ
れ
る（
交
付

上
限
は
４
名
分
ま
で
）。

④「
特
別
片
道
乗
車
証
」を
も
っ
て
下
仁

田
駅
か
ら
乗
車
す
る
。上
信
電
鉄
線
内

で
あ
れ
ば
ど
こ
で
降
車
し
て
も
無
料
で

す
。

※「
特
別
片
道
乗
車
証
」は
交
付
日
の

み
有
効
、使
用
は
１
回
限
り
、一
度
降

車
す
る
と
無
効
で
す
。払
い
戻
し
等
の

換
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
利
用
申
請
書
は
下
仁
田
駅
に
設
置

の
ほ
か
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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せ
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係
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月
選
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両
親
と
も
に
下
仁
田
町
出
身
の
園

部
優
月
選
手（
富
岡
市
出
身
）が
、５
人

制
サ
ッ
カ
ー（
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
）

パ
リ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
代
表
内

定
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。２
０
２
１
年

の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
く
２
大

会
連
続
の
代
表
入
り
と
な
り
、東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
の
５
位
入
賞

に
貢
献
し
ま
し
た
。今
回
の
活
躍
も
期

待
さ
れ
ま
す
。応
援
し
ま
し
ょ
う
。

●
園
部
優
月（
そ
の
べ・
ゆ
づ
き
）

２
０
０
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年
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ー
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郎
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山
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（写真左から )
廣澤 千明さん、茂木 省一さん、
三浦 延子さん

同点の場合は年長者が優先されます （敬称略）
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茂木 省一
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馬山
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7

合計
打数

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
の
状
態
で
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
免
除
制
度

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、

所
得
額
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
段
階
的
に
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
期
間
は
令
和
６
年
７
月
か
ら
令
和
７
年
６
月
ま
で
で

す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
50
歳
未
満
で
、
世
帯
主
に
関
係
な
く
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
６
年
７
月
か
ら
令
和
７
年
６
月
ま
で
で

す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
、
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
学
生
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
６
年
４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま
で
で

す
。

※

２
年
１
か
月
前
の
期
間
ま
で
遡
っ
て
免
除
等
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
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5
月
26
日
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水
爆
禁
止
国
民
平
和
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下
仁
田
町
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富
岡

市
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所
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。
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。
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踏
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。
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相
談
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ー
が
サ
ポ
ー
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ま
す
。

●
日
程
　
毎
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Ｒ
６
年
７
月
〜
Ｒ
７
年
３
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●
場
所
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防
災
交

　
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
小
会
議
室
）

結
婚
相
談
に
つ
い
て（
無
料
）

●
予
約
制

　
①
10
時
〜

　
②
11
時
30
分
〜

　
③
13
時
30
分
〜

　
④
15
時
〜

●
予
約
連
絡
先

　
婚
活
支
援
委
託

　
プ
リ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
　
金
井

　
☎
０
８
０
―
２
０
７
７
―
５
９
６
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ー
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。
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ラ
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ル
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大
会
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催
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績
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。
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加
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Ｏ
‼
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仁
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鉄
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。
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０
０
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０
０
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収
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０
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付
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れ
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付
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で
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。
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付
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は
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し
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の

換
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は
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。
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　山田隊員は、任期終了後も下仁田町に拠点を置き農業を続けていきます。
　２年間、地域のみなさまにはたくさんのサポートをしていただきありがとうございました。今後も、山田さん
のさらなるご活躍をお祈りするとともに、町としても引き続き新規就農者へのサポートを続けていきます。

　山田隊員は、任期終了後も下仁田町に拠点を置き農業を続けていきます。
　２年間、地域のみなさまにはたくさんのサポートをしていただきありがとうございました。今後も、山田さん
のさらなるご活躍をお祈りするとともに、町としても引き続き新規就農者へのサポートを続けていきます。

●2年間の活動内容
　1年目はネギ農家とナス農家さんの元で研修をさせていただきました。初めてネギの植え替えをし
た際は、農家さんの職人技に感動するとともに自分にこれができるか不安になりましたが、なんとかつ
いていこうと必死に頑張りました。2年目は研修先の農家さんの畑を紹介していただき自分で下仁田
ネギを栽培しました。初めて土地を借りられたときは農家に近づけたという思いで、とてもうれしかっ
たのを覚えています。ただ実際にやってみると分からないことだらけでしたので農家さんにアドバイス
をいただきながらなんとか収穫までやりきることが出来ました。収穫したネギは主に学校給食やネギ
祭り等で使っていただきました。

●地域おこし協力隊の活動を振り返って思うこと
　協力隊として町に貢献したというよりほとんど助けられてばかりだったと思います。特に2年目に入

り下仁田町で就農すると決心してから農地や作業場、農機具に至
るまで多くの方に支援していただきました。移住してきた言わば
よそ者にここまでしてくれるのかと思うことがいくつもありまし
た。就農は想像よりもずっと難しくとても一人の力でできなかっ
たので親切な方が多い下仁田町を選んで本当に良かったと思い
ました。

●下仁田町での思い出
　下仁田町には美味しい飲食店がたくさんあるのに驚きました。
仕事で疲れて自炊する元気がないときは町内の飲食店に食べに
行っていました。今まで外食と言

えばチェーン店しか行ったことがなかった私には入るのに勇気がいっ
たので、仲良くなった協力隊の先輩や役場の方に連れていってもらい
ました。どこも美味しくて、何より作っている方の顔が分かるので温か
みが感じられ疲れも吹き飛びました。私が移住してからいくつか新し
いお店もオープンしているのでこれからも楽しみです。

●今後の展開について
　引き続き下仁田町に定住し農家として暮らしていきます。よく農家
ならどこでもできるのに何で下仁田？と聞かれることがあります。私
も迷っていた時期があったのですが、活動の中で多くの方と出会い親しくなるにつれて私も下仁田町
の一員として町を盛り上げていきたいと思うようになりました。そして何より下仁田ネギが大好きなの
で本場の下仁田で生涯農家としてネギの栽培に携わっていきたいと思います。いつか今まで支えてく
ださった方々の期待を上回るくらい成長して恩返しができればと思っています。お世話になった方々、
本当にありがとうございました。

山田　夏樹さん（埼玉県出身）
ミッション　下仁田ネギをはじめ伝統野菜の生産方法の修得

地域おこし協力隊の山田隊員が２年間の活動任期を終え、
令和６年５月末で任期終了となりました。

地域おこし協力隊の山田隊員が２年間の活動任期を終え、
令和６年５月末で任期終了となりました。

●紙芝居『翔べ‼アサギマダラ
　　～ 小さな命のバトンリレー ～』完成間近

●23万年前から繋がれてきた『命のバトン』
　　　　　　　　～それは、浅葱色の翅の進化にあった！～

あさぎいろ

と

1コマ目1コマ目 2コマ目2コマ目

●南から北上してきたアサギマダラの生活を紹介

有色部分半透明部分

アサギマダラ

160°
90°

ウスバシロバチョウ

　下仁田町にフジバカマを植栽してから４年目となりますが、これまで、しもにた浅葱斑の会は、地域の皆様と
協働して、「チョウの舞う故郷の里山づくり」を進めてきました。それは、秋の七草の一つであるフジバカマに海
を渡る神秘な蝶アサギマダラがやって来ていることを知り、子供たちと一緒にアサギマダラの舞う姿に魅了さ
れたことがきっかけとなりました。
　そこで、今回、私たちは、この故郷の生き生きとした姿を紙芝居に表現してみることにしました。タイトルは、
『翔べ‼ アサギマダラ～小さな命のバトンリレー～』です。全16コマの紙芝居で10コマ目まで完成しています。
その一部分をご紹介します。尚、完成後、小学校では上演予定があります。

　左の画像は、アサギマダラの翅が透き通って、その向こう
にフジバカマが映っています。この薄い水色こそ浅葱色で
す。そして、ここに長距離移動と６ヶ月にも達する長寿命期
間を可能にした進化が隠されていました。それは、鱗粉の
超撥水性（水をはじく性質）です。つまり、防水コートをま
とった蝶だったのです。鳥の羽のように、破損したら生え変
わることが出来ないアサギマダラの翅の仕組みを以下の
画像で紹介します。

〈群馬に到着〉５月
下旬から６月初旬
にかけて内山峠の
林道でイケマに産
卵。
雌アサギマダラの
生涯産卵数は、約７０
個位です。

〈下仁田小学校に卵
到着〉今年は、３年生
の理科の授業で生態
観察を開始。
〈放蝶はいつ〉
成虫になるのは、７月
初中旬ですが、気温
上昇の影響に注意し
なければなりません。

●お知らせ　１０月初旬には、町内のフジバカマ園に成虫が飛来し始めます。
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　１コマ目は、早春の鹿児島県の喜界島です。ス
ナビキソウで蜜をたっぷり吸って体力をつけ、ア
サギマダラが、いよいよ北上を開始します。
　２コマ目は、５月下旬の下仁田町の神津牧場で
す。主人公の少年二人が牛の行列の向こうに１頭
のアサギマダラを発見しました。（初見情報で
す。）

アサギマダラ
の翅の半透明
部 分（ 浅 葱
色）の鱗粉は
有色部分と
違っている。

半透明部分に乗る水
滴の接触角は１６０°
以上であり、超撥水
性の効果を持ってい
る。右のウスバシロ
チョウは、９０°位で
ある。

紙面
学習会

23 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 22広
報しもにた



身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　山田隊員は、任期終了後も下仁田町に拠点を置き農業を続けていきます。
　２年間、地域のみなさまにはたくさんのサポートをしていただきありがとうございました。今後も、山田さん
のさらなるご活躍をお祈りするとともに、町としても引き続き新規就農者へのサポートを続けていきます。

　山田隊員は、任期終了後も下仁田町に拠点を置き農業を続けていきます。
　２年間、地域のみなさまにはたくさんのサポートをしていただきありがとうございました。今後も、山田さん
のさらなるご活躍をお祈りするとともに、町としても引き続き新規就農者へのサポートを続けていきます。

●2年間の活動内容
　1年目はネギ農家とナス農家さんの元で研修をさせていただきました。初めてネギの植え替えをし
た際は、農家さんの職人技に感動するとともに自分にこれができるか不安になりましたが、なんとかつ
いていこうと必死に頑張りました。2年目は研修先の農家さんの畑を紹介していただき自分で下仁田
ネギを栽培しました。初めて土地を借りられたときは農家に近づけたという思いで、とてもうれしかっ
たのを覚えています。ただ実際にやってみると分からないことだらけでしたので農家さんにアドバイス
をいただきながらなんとか収穫までやりきることが出来ました。収穫したネギは主に学校給食やネギ
祭り等で使っていただきました。

●地域おこし協力隊の活動を振り返って思うこと
　協力隊として町に貢献したというよりほとんど助けられてばかりだったと思います。特に2年目に入

り下仁田町で就農すると決心してから農地や作業場、農機具に至
るまで多くの方に支援していただきました。移住してきた言わば
よそ者にここまでしてくれるのかと思うことがいくつもありまし
た。就農は想像よりもずっと難しくとても一人の力でできなかっ
たので親切な方が多い下仁田町を選んで本当に良かったと思い
ました。

●下仁田町での思い出
　下仁田町には美味しい飲食店がたくさんあるのに驚きました。
仕事で疲れて自炊する元気がないときは町内の飲食店に食べに
行っていました。今まで外食と言

えばチェーン店しか行ったことがなかった私には入るのに勇気がいっ
たので、仲良くなった協力隊の先輩や役場の方に連れていってもらい
ました。どこも美味しくて、何より作っている方の顔が分かるので温か
みが感じられ疲れも吹き飛びました。私が移住してからいくつか新し
いお店もオープンしているのでこれからも楽しみです。

●今後の展開について
　引き続き下仁田町に定住し農家として暮らしていきます。よく農家
ならどこでもできるのに何で下仁田？と聞かれることがあります。私
も迷っていた時期があったのですが、活動の中で多くの方と出会い親しくなるにつれて私も下仁田町
の一員として町を盛り上げていきたいと思うようになりました。そして何より下仁田ネギが大好きなの
で本場の下仁田で生涯農家としてネギの栽培に携わっていきたいと思います。いつか今まで支えてく
ださった方々の期待を上回るくらい成長して恩返しができればと思っています。お世話になった方々、
本当にありがとうございました。

山田　夏樹さん（埼玉県出身）
ミッション　下仁田ネギをはじめ伝統野菜の生産方法の修得

地域おこし協力隊の山田隊員が２年間の活動任期を終え、
令和６年５月末で任期終了となりました。

地域おこし協力隊の山田隊員が２年間の活動任期を終え、
令和６年５月末で任期終了となりました。

●紙芝居『翔べ‼アサギマダラ
　　～ 小さな命のバトンリレー ～』完成間近

●23万年前から繋がれてきた『命のバトン』
　　　　　　　　～それは、浅葱色の翅の進化にあった！～

あさぎいろ

と

1コマ目1コマ目 2コマ目2コマ目

●南から北上してきたアサギマダラの生活を紹介

有色部分半透明部分

アサギマダラ

160°
90°

ウスバシロバチョウ

　下仁田町にフジバカマを植栽してから４年目となりますが、これまで、しもにた浅葱斑の会は、地域の皆様と
協働して、「チョウの舞う故郷の里山づくり」を進めてきました。それは、秋の七草の一つであるフジバカマに海
を渡る神秘な蝶アサギマダラがやって来ていることを知り、子供たちと一緒にアサギマダラの舞う姿に魅了さ
れたことがきっかけとなりました。
　そこで、今回、私たちは、この故郷の生き生きとした姿を紙芝居に表現してみることにしました。タイトルは、
『翔べ‼ アサギマダラ～小さな命のバトンリレー～』です。全16コマの紙芝居で10コマ目まで完成しています。
その一部分をご紹介します。尚、完成後、小学校では上演予定があります。

　左の画像は、アサギマダラの翅が透き通って、その向こう
にフジバカマが映っています。この薄い水色こそ浅葱色で
す。そして、ここに長距離移動と６ヶ月にも達する長寿命期
間を可能にした進化が隠されていました。それは、鱗粉の
超撥水性（水をはじく性質）です。つまり、防水コートをま
とった蝶だったのです。鳥の羽のように、破損したら生え変
わることが出来ないアサギマダラの翅の仕組みを以下の
画像で紹介します。

〈群馬に到着〉５月
下旬から６月初旬
にかけて内山峠の
林道でイケマに産
卵。
雌アサギマダラの
生涯産卵数は、約７０
個位です。

〈下仁田小学校に卵
到着〉今年は、３年生
の理科の授業で生態
観察を開始。
〈放蝶はいつ〉
成虫になるのは、７月
初中旬ですが、気温
上昇の影響に注意し
なければなりません。

●お知らせ　１０月初旬には、町内のフジバカマ園に成虫が飛来し始めます。
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　１コマ目は、早春の鹿児島県の喜界島です。ス
ナビキソウで蜜をたっぷり吸って体力をつけ、ア
サギマダラが、いよいよ北上を開始します。
　２コマ目は、５月下旬の下仁田町の神津牧場で
す。主人公の少年二人が牛の行列の向こうに１頭
のアサギマダラを発見しました。（初見情報で
す。）

アサギマダラ
の翅の半透明
部 分（ 浅 葱
色）の鱗粉は
有色部分と
違っている。

半透明部分に乗る水
滴の接触角は１６０°
以上であり、超撥水
性の効果を持ってい
る。右のウスバシロ
チョウは、９０°位で
ある。

紙面
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23 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 22広
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年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門
スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆７月７日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

認知症サポーターステップアップ養成講座を開催しました
　５月３０日（木）、群馬医療福祉大学の山口智晴先生をお
招きし『認知症の正しい理解～共生と予防の最前線を学ぼう
～』をテーマに講座を実施しました。
　参加者は３０名で、認知症になっても安心して暮らし続け
るための生活上の工夫や「お互いさま」の住みやすい社会に
ついての理解と知識を深めました。
●問い合わせ
福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804

健康健康

サポーターを増やして安心して暮らせる町を目指します。　　
少人数でも実施します。受講希望がある方は、お気軽にご連絡ください。

認知症サポーターに
なりませんか？

約３分間の健康講話が聞けます
月／胸のいたみ　　　　　　火／電動歯ブラシ
水／痛風　　　　　　　　　木／更年期と鬱
金／放射線とは何ですか？　土日／口呼吸VS鼻呼吸
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆4日（木）　歯科　午後7時半～8時半
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン7月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（7月～8月）」

富岡保健福祉事務所　7月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

7月4日（木）
8月8日（木）

7月26日（金）

8月30日（金）

8月9日（金）

予約締切日
8月7日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和6年4月～5月生まれ

令和6年1月～2月生まれ

令和5年10月～11月生まれ

令和5年5月～6月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

令和4年5月～6月生まれ

令和3年11月～12月生まれ

令和3年5月～6月生まれ

令和2年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

7月2・9・16・
     23日（火）

7月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

認知症サポーター養成講座を開催しました
　５月２１日（火）に三ツ瀬地区サロン参加者の方９名、５月２７日（月）に川井地区の方
１０名を対象に実施しました。

三ツ瀬地区 川井地区

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門
スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆７月７日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

認知症サポーターステップアップ養成講座を開催しました
　５月３０日（木）、群馬医療福祉大学の山口智晴先生をお
招きし『認知症の正しい理解～共生と予防の最前線を学ぼう
～』をテーマに講座を実施しました。
　参加者は３０名で、認知症になっても安心して暮らし続け
るための生活上の工夫や「お互いさま」の住みやすい社会に
ついての理解と知識を深めました。
●問い合わせ
福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804

健康健康

サポーターを増やして安心して暮らせる町を目指します。　　
少人数でも実施します。受講希望がある方は、お気軽にご連絡ください。

認知症サポーターに
なりませんか？

約３分間の健康講話が聞けます
月／胸のいたみ　　　　　　火／電動歯ブラシ
水／痛風　　　　　　　　　木／更年期と鬱
金／放射線とは何ですか？　土日／口呼吸VS鼻呼吸
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆4日（木）　歯科　午後7時半～8時半
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン7月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（7月～8月）」

富岡保健福祉事務所　7月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

7月4日（木）
8月8日（木）

7月26日（金）

8月30日（金）

8月9日（金）

予約締切日
8月7日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和6年4月～5月生まれ

令和6年1月～2月生まれ

令和5年10月～11月生まれ

令和5年5月～6月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

令和4年5月～6月生まれ

令和3年11月～12月生まれ

令和3年5月～6月生まれ

令和2年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

7月2・9・16・
     23日（火）

7月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

認知症サポーター養成講座を開催しました
　５月２１日（火）に三ツ瀬地区サロン参加者の方９名、５月２７日（月）に川井地区の方
１０名を対象に実施しました。

三ツ瀬地区 川井地区

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita

77
5月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

荻野　丈 （洵樹・瑞恵）下　町
じょう

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（崇　夫）

（賢　一）

（尚　範）

（淑　子）

（　薫　）

（公　一）

（由実子）

東野牧

中　央

東　町

東野牧

中　央

東野牧

吉　崎

松本　とよ

佐俣　やす

黒澤みさを

加部　敏雄

大澤　雪　

岩井　貞雄

髙𣘺　政子

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の

お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
残
高
の

確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

７
月
２7
日（
土
）28
日（
日
）

町
税
等
の
納
税
に
つい
て
、お
困
り
事

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
住
民
税
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
水
）・18
日（
木
）・30
日（
火
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

９
日（
金
）・20
日（
火
）・29
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、役
場

会
計
課
で
も
納
付
で
き
事
務
費
が

町
に
入
金
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税
1
期

介
護
保
険
料
1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
1
期

納
期
限
は
７
月
３１
日（
水
）で
す

月
7

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

掛川　昌紀　 　（上　町）
加藤　美幸　　 （富岡市）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

人口
　男
　女
世帯

（　 7）
（　 1）
（　 8）
（　 1）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,229人
3,065人
3,164人
3,141世帯

転入  4人/  出生 2人
転出  4人/  死亡 9人

（6月1日現在）

（5月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２4年２０２4年 No819

月月

下仁田町下仁田町

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

下仁田町商業協同組合 貯めて使おう!!スクラムポイント
毎月10日・20日・30日はポイント２倍

有
料
広
告

下仁田町商業協同組合

荒船風穴 世界遺産登録 10周年記念
７月１日～１０日までの１０日間

スクラムサマーセール
スクラムポイント５倍!!

・先着特典：期間中2,000円以上お買い上げの方に
　荒船風穴グッズプレゼント!!
※特典は各店舗、無くなり次第終了となります。

・先着特典：期間中2,000円以上お買い上げの方に
　荒船風穴グッズプレゼント!!
※特典は各店舗、無くなり次第終了となります。

グラウンド
ゴルフ大会

～秋に開催予定～
豪華景品多数!!
～秋に開催予定～
豪華景品多数!!

うねる囃子、伝統の音うねる囃子、伝統の音
～伝統文化披露公演～～伝統文化披露公演～


